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5月20日号

年月（平成） スタンド ローリー カード

31年  1月 102.76 92.32 100.37
31年  2月 103.74 94.85 101.84
31年  3月 106.82 97.33 105.10

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

44
（±0）

20
（+2）

9
（−6）

2
（±0）

75
（−4）

交通事故死者数（人）

4月30日現在 5月16日現在

1,002
（−113）

1,108
（−140）

全国の死亡
事故件数

978
（−109）

平成31年4月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【働き方改革はイコール経営改革】…３
面／食の新旧街道を行く【「卵の道②」「女川のほやたまご」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

5/15〜6/14  6698
6/15〜7/14  3427

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

4 ＜全ト協助成制度活用事例特集①＞
・インターンシップ導入促進支援事業
フクワ物流㈱（熊本県益城町）

7 ・�熱中症対策は
万全ですか？（後編）

5 ＜特別寄稿＞
・��脳ＭＲＩ健診の現状
��（一社）運転従事者脳MRI健診支援機構

6 ・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　��伊東運送㈱（岩手県一関市）

平ボディ車などによる地場輸送を
中心に手がける同社

8 ・��第51回全国トラックドライバ
ー・コンテスト実施要綱

　

今
年
度
の
第
51
回
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
２
０
１
９
年
10
月

26
日
㈯
・
27
日
㈰
に
、
茨
城

県
ひ
た
ち
な
か
市
の
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運

転
中
央
研
修
所
で
開
催
さ
れ

る
。
競
技
部
門
は
４
㌧
部
門
、

11
㌧
部
門
、ト
レ
ー
ラ
部
門
、

女
性
部
門
の
４
部
門
。
全
国

各
地
で
開
催
さ
れ
る
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

が
、
安
全
・
確
実
に
車
両
を

巧
み
に
操
る
運
転
操
作
・
点

検
整
備
技
術
を
競
う
と
と
も

に
、
車
両
構
造
や
法
令
な
ど

の
幅
広
い
知
識
を
披
露
す
る
。

　

表
彰
式
は
、
10
月
28
日
㈪

に
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ

ル
東
京
で
開
催
。
全
部
門
を

通
じ
て
総
合
得
点
第
1
位
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
最
高
賞
と
な

る
内
閣
総
理
大
臣
賞
が
贈
呈

さ
れ
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の

出
場
者
の
う
ち
、
全
部
門
を

通
じ
て
総
合
得
点
第
1
位
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
国
土
交
通

大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
昭
和
44

年
、
陸
上
輸
送
の
主
役
が
鉄

道
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
へ
と
代
わ

る
状
況
下
に
お
い
て
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
技

術
を
高
め
る
と
と
も
に
、
交

通
安
全
へ
の
意
識
を
高
揚
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

始
さ
れ
た
。
50
年
の
歴
史
を

重
ね
る
中
で
、
大
会
の
目
的

・
意
義
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め
、
社
会
情
勢
等
を
勘
案
し

た
様
々
な
変
革
が
な
さ
れ
、

中
小
企
業
所
属
ド
ラ
イ
バ
ー

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
施
策

や
競
技
内
容
の
見
直
し
な
ど

が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
同
コ
ン
テ
ス
ト

に
挑
戦
し
て
き
た
数
多
く
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、

「『
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス

テ
ム
Ⓡ
』
活
用
お
よ
び
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
対

策
セ
ミ
ナ
ー
―
健
康
起
因
事
故

防
止
を
踏
ま
え
て
―
」
を
表
の

通
り
の
日
程
・
会
場
で
開
催
す

る
。

　

全
ト
協
で
は
平
成
29
年
度

に
、
定
期
健
康
診
断
の
事
後
措

置
の
徹
底
を
図
る
支
援
の
一
環

と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に

特
化
し
た
「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」
を
構
築
し
、

シ
ス
テ
ム
活
用
に
伴
う
実
証
実

験
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
般
、
よ
り
多
く
の
運
送
事

業
者
が
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
健
康
診
断
結
果
の
フ
ォ
ロ

が
、「
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
模
範
」
と
し
て
周

り
に
認
め
ら
れ
、
平
成
14
年

度
か
ら
は
入
賞
者
が
内
閣
総

理
大
臣
を
表
敬
訪
問
す
る
な

ど
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
憧

れ
や
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
頃
の
乗
務
で
培
っ
て
き

た
卓
越
し
た
技
術
や
知
見
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
さ
ら
な
る
安
全
意

識
の
高
揚
に
繋
げ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
年
も
多
く
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
同

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
期

待
し
た
い
。

ー
ア
ッ
プ
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
同
シ
ス
テ
ム
活

用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
参

加
費
は
無
料
。

　

ま
た
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）対
策
に
つ
い
て
も
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
と
安
全
を

確
保
し
て
い
く
上
で
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と

併
せ
て
、
健
康
起
因
事
故
防
止

対
策
の
充
実
強
化
を
図
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
申
し
込
み

・
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
員
の
皆

様
へ
〉
労
働
対
策
」
内
「
運
輸

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
技
術

を
高
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
へ
の

意
識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
き
た
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」。
同
コ
ン
テ
ス

ト
は
昭
和
44
年
に
産
声
を
上
げ
、
平
成

30
年
に
は
50
回
目
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
９
年
度
に
開
催

さ
れ
る
第
51
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
要

綱
お
よ
び
地
区
大
会
日
程
が
ま
と
ま
っ

た
（
詳
細
８
面
）。

　
「
令
和
」と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
、

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
こ
れ
か
ら
も
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
交
通
安
全
対
策
事
業
の

象
徴
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
技

術
向
上
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
地
位

向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

① 2019 年 10 月26 日（土）　
　＜実科競技１日目、学科競技＞
② 2019 年 10 月27 日（日）
　＜実科競技２日目＞

①、②とも
自動車安全運転センター
安全運転中央研修所

（茨城県ひたちなか市） 

③ 2019 年 10 月28 日（月）
　＜表彰式＞

第一ホテル東京（東京都港区）

表 「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ」活用および SAS 対策セミナー日程・会場
開催日 定員（人） 申込締切日 協会名および会場

5月28日（火） 100 5月21日（火） （公社）山形県トラック協会
5月29日（水） 100 5月22日（水） （一社）栃木県トラック協会

6月5日（水） 80 5月29日（水）
（一社）香川県トラック協会
会場：ホテルパールガーデン

6月7日（金） 200 5月31日（金）
（一社）愛媛県トラック協会

会場：愛媛県トラック総合サービスセンター

6月11日（火） 200 6月4日（火）
（公社）宮城県トラック協会

会場：同協会4階研修室

6月13日（木） 100 6月6日（木）
（一社）大阪府トラック協会
会場：大阪府トラック総合会館

6月14日（金） 100 6月7日（金）
（公社）奈良県トラック協会

会場：奈良県トラック会館

6月18日（火） 100 6月11日（火）
（一社）群馬県トラック協会
会場：群馬県トラック総合会館

6月20日（木） 100 6月13日（木）
（一社）岐阜県トラック協会
会場：不二羽島文化センター

6月25日（火） 200 6月18日（火）
（一社）石川県トラック協会

会場：石川県トラック会館

7月25日（木） 120 7月18日（木）
（一社）岡山県トラック協会

会場：岡山県トラック総合研修会館

同コンテストのハイライトとなるスラローム走行（平成30年10月27日）

実科競技では、選手たちが素早く確実な点検整備技術を競っ
た（平成30年10月27日）

開会式の選手代表による宣誓で激戦の火蓋が切られた（平成
30年10月27日）

日程および会場

交
通
安
全
意
識
高
揚
・
運
転
技
術
向
上

新
時
代
を
迎
え
、さ
ら
な
る
発
展
へ

▶実施要綱等が決定◀10 月 26・27 日安全運転中央研修所で開催
第51回全国トラックドライバー・コンテスト

全
国
で
地
区
大
会
が
ス
タ
ー
ト

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
Ⓡ
」
活
用

お
よ
び
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

５
月
～
７
月
に
か
け
て
全
国
で

健康起因事故防止
対策を充実強化

全ト協
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

【
解
説
】
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ

り
労
働
基
準
法
第
36
条
が
改
正
さ
れ
、

時
間
外
・
休
日
労
働
の
労
使
協
定

（
36
協
定
）
で
、
延
長
時
間
を
協
定

す
べ
き
期
間
に
つ
い
て
は
、従
来
の
「
１

日
及
び
１
日
を
超
え
る
一
定
の
期
間

（
１
日
を
超
え
３
か
月
以
内
の
期
間
及

び
１
年
間
）」
か
ら
「
対
象
期
間
に
お

け
る
１
日
、
１
か
月
及
び
１
年
の
そ
れ

Ａ 

契
約
期
間
に
合
わ
せ
た
目

安
時
間
に
よ
る
協
定
も
可

　

新
し
い
36
協
定
で
は
、
延
長
で

き
る
時
間
外
労
働
時
間
を
１
日
、

１
か
月
、
１
年
の
三
つ
の
期
間
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
締
結
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
か
月
未

満
や
１
年
未
満
の
有
期
契
約
労
働

者
が
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 第181回 

１か月・１年未満の有
期契約者がいる場合は

ぞ
れ
の
期
間
」（
改
正
労
基
法
第
36
条

第
２
項
第
４
号
）
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
は
、
ご
質
問
の
よ
う
に
１
か

月
未
満
、
１
年
未
満
の
有
期
契
約
労

働
者
が
い
る
場
合
な
ど
、
そ
れ
以
外

の
期
間
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
法

律
上
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
述
べ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、基
本
的
に
は
１
日
、

１
か
月
の
延
長
時
間
に
従
う
形
で
運

用
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
厚
生
労
働
省
は
、

「
１
日
、１
か
月
及
び
１
年
に
加
え
て
、

こ
れ
以
外
の
期
間
に
つ
い
て
延
長
時
間

を
定
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」（
平

成
30
年
12
月
、基
発
１
２
２
８
第
15
号
）

と
の
行
政
解
釈
を
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
実
務
的
に
は
有
期
契
約
労
働
者

の
契
約
期
間
に
合
わ
せ
た
形
で
協
定

を
結
ぶ
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

特
に
、
そ
の
う
ち
契
約
期
間
が
１

か
月
に
満
た
な
い
場
合
は
、
同
省
の

「
労
働
基
準
法
第
36
条
第
１
項
の
協

定
で
定
め
る
労
働
時
間
の
延
長
及
び

休
日
の
労
働
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
事

項
等
に
関
す
る
指
針
」（
平
成
30
年
９

月
７
日
、
厚
生
労
働
省
告
示
第
３
２

３
号
）
の
第
６
条
で
、「
期
間
の
定
め

の
あ
る
労
働
契
約
で
労
働
す
る
労
働

者
そ
の
他
の
１
か
月
に
満
た
な
い
期
間

に
お
い
て
労
働
す
る
労
働
者
」
に
つ
い

て
、
１
週
間
＝
15
時
間
、
２
週
間
＝

27
時
間
、
４
週
間
＝
43
時
間
と
い
う

目
安
時
間
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
従
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
期
間
の
目

安
時
間
に
つ
い
て
も
、
次
の
計
算
式
に

よ
り
算
出
す
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

① 

１
日
を
超
え
１
週
間
未
満
の
日
数

を
単
位
と
す
る
期
間
の
場
合
―
―

15
時
間
に
当
該
日
数
を
７
で
除
し

て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間

② 

１
週
間
を
超
え
２
週
間
未
満
の
日

数
を
単
位
と
す
る
期
間
の
場
合
―

―
27
時
間
に
当
該
日
数
を
14
で
除

し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間

③ 

２
週
間
を
超
え
４
週
間
未
満
の
日

数
を
単
位
と
す
る
期
間
の
場
合
―

―
43
時
間
に
当
該
日
数
を
28
で
除

し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間

（
そ
の
時
間
が
27
時
間
を
下
回
る

と
き
は
、
27
時
間
）

※ 

計
算
の
結
果
、
１
時
間
未
満
の
端

数
が
出
る
場
合
は
、
１
時
間
に
切

り
上
げ
る

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
あ
く

ま
で
も
努
力
義
務
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
前
記
行
政
解
釈
で
は
、

そ
の
効
力
に
つ
い
て
、協
定
さ
れ
た「
当

該
期
間
に
係
る
延
長
時
間
」
を
超
え

て
労
働
さ
せ
た
場
合
は
、「（
労
基
）

法
第
32
条
違
反
と
な
る
」
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～信号編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  赤色の点滅信号の場合は、車両は停止位置で一時停止しなけれ
ばならないが、歩行者は他の交通に注意して進行することができ
る。（ ○・× ）

❷  対面する信号が黄色の場合は、信号が赤色に変わる前に、速やか
に交差点を通過する。（ ○・× ）

❸  青色の右折矢印信号の場合で転回禁止の標識等がない場合には、
多通行帯道路等通行原付自転車や軽車両を除いて、右折と転回が
できる。（ ○・× ）

❹  警察官が灯火を横に振っているときは、灯火の振られている方向
に進行する交通は、青信号と同じである。（ ○・× ）

❺  警察官が腕を垂直に上げているときは、その身体に対面する交通
は、黄信号と同じである。（ ○・× ）

（解答は７面）

右折事故を防止しよう
〔第86回〕

　10連休という、これまでにない長期のゴールデンウイークも
終わりました。その間に、元号も「平成」から「令和」に変わり、4
月30日から5月1日にかけては、まるでもう一つの大晦日、元日と
いった印象で、国全体が祝賀ムードに包まれました。
　ところが連休が明けてまもない頃、琵琶湖湖畔の県道の丁字
型交差点で、右折車に衝突した直進車が歩道で信号待ちをして
いた園児の列に突っ込むという悲惨な死亡事故が発生しまし
た。トラックがかかわった事故ではありませんが、直進車と右折
車による典型的な右直事故であり、トラックとは無縁の事故だと
はいえません。

●つられ右折の危険性
Ａさん「あの園児の列に車が突っ込んだという事故は、何度もテ

レビで見たけど、本当に悲惨な事故だったね」
Ｂさん「保育士さんも車が突っ込んでくるなんて予想もしていな

かっただろうし、あの状況では園児たちも逃げようがな
い」

Ａさん「報道によると、右折車は先行右折車に追従して右折しよ
うとし、自分の目で対向車線の状況を確認しなかったよ
うだね」

Ｂさん「前の車が右折していったから、対向車は来ていないと
思って右折しようとしたのかもしれないけど、随分危険
なことをするよね」

Ａさん「いわゆる“つられ右折”だけど、いつのまにかそういう
危険な運転のクセがついていたのかもしれないね」

Ｂさん「トラックの場合は運転席が高いから、前の車が乗用車で
あれば対向車線の状況は確認できるけど、前の車がト
ラックやバスなどの大型車だったら確認しにくくなる。
そういう時に“つられ右折”をすると事故になる」

Ａさん「右折は、対向車線を横切るわけだから、どんな場合で
も、自分の目で対向車の有無を確認するのが鉄則だ
よ」

Ｂさん「対向車が接近していても、自分のほうが先に行けると強
引に右折する車もあるけど、あれも非常に危険だよ」

Ａさん「もちろんだよ。対向車と衝突する恐れがあるだけでな
く、対向車に目が向いているため横断歩行者や自転車
を確認するのがおろそかになって事故に繋がりやす
い」

Ｂさん「そもそも右折する時は徐行が義務づけられているんだ
から、強引な右折が許されるはずがない」

Ａさん「右折時は、まず対向車を確認し、対向車が接近している
時は通過を待つ。特に直進車が二輪車の場合は、その
速度を遅く判断したり、まだ距離があると誤った判断を
することがあるから要注意だね」

Ｂさん「対向車が接近していないことが確認できたら、横断歩道
の状況を確認しながら徐行するのが基本だね」

●右折時は特に横断歩行者に注意
Ａさん「4月15日号で紹介した『平成30年1～12月の交通事故統

計分析結果～発生地別～』(公益社団法人全日本トラッ
ク協会)をみると、交差点右折時の死亡事故は対歩行者
が６割、対自転車が４割となっている」

Ｂさん「歩行者のほうが多いんだね」
Ａさん「そうなんだ。左折時の死亡事故では、圧倒的に自転車の

ほうが多いんだけど、右折時では歩行者のほうが多く
なっている」

Ｂさん「特に横断歩道の右側からの歩行者は発見が遅れやすい

から、しっかり目を向けて確認する必要があるね」
Ａさん「それと、今回の園児が犠牲になった事故を見て思ったん

だけど、直接歩行者とは衝突しなくても、車同士が衝突
して、その反動で車が歩行者の中に突っ込んでいくとい
う事故も決して少なくないよね」

Ｂさん「それが交差点のような歩行者や自転車の多い場所で起
こったら大変なことになる」

Ａさん「そうなんだ。単に車同士の事故では終わらない恐れが
ある。特に右直事故の場合、少なくとも直進車はかなり
の速度で交差点に進入してくるだろうから、衝突した時
の反動も大きい」

Ｂさん「そのこともよく頭に入れて、右折時は対向車や横断歩行
者、自転車などの確実な確認と右折していく時の徐行を
徹底して慎重に運転することが大切だね」

　

５
月
16
日
、
第
45
回
物
流

政
策
委
員
会
（
馬
渡
雅
敏
委

員
長
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
①
国
土
交
通

省
「
意
見
等
の
募
集
窓
口
」

の
設
置
②「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」

推
進
運
動
③
働
き
方
改
革
実

現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
④
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
―
―
の
実
施

・
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
。
①
で
は
、

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
輸
送
・
荷
待
ち
・
荷
役
な

ど
に
関
す
る
輸
送
実
態
把
握

の
た
め
の
意
見
等
の
募
集
」

ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

確
保
に
影
響
す
る
輸
送
に
関

す
る
意
見
・
事
例
を
収
集
す

る
た
め
、
同
サ
イ
ト
ま
た
は

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

を
通
じ
て
さ
ら
な
る
情
報
提

供
を
会
員
事
業
者
に
呼
び
か

け
て
い
く
。

　

な
お
議
事
に
先
立
ち
、
国

交
省
自
動
車
局
の
平
嶋
隆
司

貨
物
課
長
が
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
改
正
の
施
行
等
に

つ
い
て
説
明
。
改
正
事
業
法

施
行
に
伴
い
必
要
な
関
係
省

令
・
通
達
の
整
備
等
に
関
す

る
改
正
案
や
、「
標
準
的
な

運
賃
」
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
委
員
と
の
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

自
民
党
青
年
局
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
結
城
賢
進
部
会
長
）

は
4
月
23
日
、
自
由
民
主
党

青
年
局
（
局
長
＝
佐
々
木
紀

衆
議
院
議
員
・
石
川
２
区
）

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。

　

全
ト
協
青
年
部
会
で
は
、

自
民
党
青
年
局
と
の
意
見
交

換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

お
り
、
今
回
は
昨
年
４
月
以

来
の
開
催
。
全
ト
協
か
ら
は

結
城
部
会
長
な
ど
正
副
部
会

長
ら
13
人
が
、
自
民
党
青
年

局
か
ら
は
佐
々
木
局
長
な
ど

10
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、佐
々
木
局
長
は「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
諸
課
題

解
決
に
向
け
、
中
央
、
地
方

で
青
年
経
営
者
の
皆
様
の
意

見
を
伺
い
、
政
策
に
反
映
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

結
城
部
会
長
も
「
青
年
局
の

皆
様
と
の
交
流
を
通
じ
、
業

界
の
地
位
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
応
え
た
。
引
き

続
き
、
参
加
者
同
士
も
そ
れ

ぞ
れ
熱
心
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

営
業
利
益
の
水
準
が
回
復

傾
向

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

平
成
31
年
１
〜
３
月
期

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

５
月
13
日
、
平
成
31
年
１
〜

３
月
期
の
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
景
況
感
（
速
報
）」

を
発
表
し
た
。

　

１
〜
３
月
期
は
、
宅
配
以

外
の
特
積
貨
物
を
除
い
て
、

営
業
利
益
の
水
準
は
回
復
傾

向
と
な
っ
た
も
の
の
、
景
気

減
速
を
反
映
し
て
輸
送
数
量

が
減
少
し
た
こ
と
が
影
響

し
、
輸
送
効
率
が
低
下
。
そ

の
結
果
、
景
況
感
の
判
断
指

標
は
マ
イ
ナ
ス
18
・
１
と
な

り
、
前
回
（
30
年
10
〜
12
月

期
、
マ
イ
ナ
ス
４
・
８
）
か

ら
13
・
３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

た
。

　

な
お
、
今
後
の
見
通
し
と

し
て
は
、
景
気
減
速
に
よ
る

輸
送
数
量
の
減
少
や
、
コ
ス

ト
面
に
お
け
る
人
件
費
上

昇
、
燃
料
コ
ス
ト
負
担
増
等

が
影
響
し
、
経
常
利
益
を
押

し
下
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
景
況
感
の
判
断
指

標
は
今
回
の
マ
イ
ナ
ス
18
・

１
か
ら
14
・
５
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
、
マ
イ
ナ
ス
32
・
６
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

成
約
運
賃
指
数
が
４
月
最

高
値
を
記
録

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃

指
数
平
成
31
年
４
月
分

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
と
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
５
月
13
日
、
平
成
31

年
４
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
。

　

同
月
の
運
賃
指
数
は
、
前

月
比
２
ポ
イ
ン
ト
減
、
前
年

同
月
比
９
ポ
イ
ン
ト
増
の
１

３
０
で
、
調
査
を
開
始
し
た

22
年
度
以
降
、
４
月
の
数
値

と
し
て
は
最
高
値
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
月
末
の
求
車
登

録
件
数
は
16
万
１
１
２
８
件

で
、
前
年
同
月
比
２
万
５
７

２
件
増
（
14
・
６
％
増
）
だ

っ
た
。

（
５
月
20
日
〜
６
月
30
日
）

▽
５
月
24
日

・
第
７
回
税
制
委
員
会

▽
５
月
29
日

・
第
14
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高

圧
ガ
ス
部
会

▽
６
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
０
回
理
事
会

▽
６
月
27
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
１
回
理
事
会

・
第
95
回
通
常
総
会

 

求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
Ｗｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
」

　
　
　
　
　
　

供
用
開
始

日
貨
協
連

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
（
日
貨
協
連
）
は
５

月
13
日
、
同
日
午
前
７
時
よ

り
求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
」

の
供
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
を
受
け
、
吉
野
雅
山
会
長

に
よ
る
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

　

５
月
13
日
よ
り
供
用
開
始

さ
れ
た「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
」

で
は
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
地
図
か

ら
の
求
荷
求
車
情
報
の
検
索

が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
新

た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用

ア
プ
リ
が
提
供
さ
れ
、
利
便

性
が
一
層
高
ま
っ
た
。
さ
ら

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）

と
の
連
携
機
能
や
画
像
デ
ー

タ
の
活
用
な
ど
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

と
に
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を

活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
へ
と
進

化
を
遂
げ
た
。

　

記
者
会
見
で
吉
野
会
長
は
、

「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

い
て
も
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
ご
活
用
い

た
だ
く
こ
と
で
業
務
効
率
お

よ
び
輸
送
効
率
を
高
め
、
生

産
性
向
上
に
繋
げ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

な
お
、
日
貨
協
連
で
は
、

シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併

せ
て
、
今
年
度
の
会
員
（
Ｉ

Ｄ
）
数
の
目
標
を
６
０
０
０

に
設
定
。
将
来
的
に
は
Ｉ
Ｄ

数
１
万
を
目
標
に
、
さ
ら
な

る
シ
ス
テ
ム
改
善
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
は
、
平
成

３
年
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ

（
開
発
＝
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、
運
営
受
託
＝
日
貨
協

連
）、
27
年
の
全
ト
協
か
ら

日
貨
協
連
へ
の
シ
ス
テ
ム
移

管
に
よ
り
、
現
在
は
日
貨
協

連
が
開
発
・
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
Ｉ
Ｄ
数
は
現
在
５
３

０
０
を
超
え
て
お
り
、
情
報

登
録
件
数
は
30
年
度
に
２
１

０
万
件
を
突
破
す
る
な
ど
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
生

産
性
向
上
の
実
現
に
欠
か
せ

な
い
ツ
ー
ル
と
し
て
広
が
り

を
見
せ
て
き
た
。

記
者
会
見
で
「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
」
の

機
能
を
説
明
す
る
吉
野
雅
山
日
貨
協

連
会
長
（
５
月
13
日
）

「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
２
」
で
は
、
マ
ッ
ピ

ン
グ
地
図
か
ら
求
荷
求
車
情
報
検
索

が
可
能
と
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

第45回物流政策委員会（５月16日、全ト協）

意見交換会では参加者による活発な意見交換が
行われた（4月23日）

交
通
安
全
県
民
運
動
出
発

式
で
「
横
断
歩
行
者
保
護

宣
言
」

　

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
本
万
司
会
長
）
は
５
月

10
日
、
奈
良
県
奈
良
市
の
県

庁
前
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
９
年
春
の
交
通
安

全
県
民
運
動
出
発
式
」（
奈

良
県
警
察
本
部
主
催
）
に
出

席
し
、
森
本
会
長
が
「
横
断

歩
行
者
保
護
宣
言
」
の
宣
誓

を
行
っ
た
。

　

遠
藤
雅
人
奈
良
県
警
察
本

部
長
に
よ
る
訓
示
と
、
荒
井

正
吾
奈
良
県
知
事
に
よ
る
来

賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
森
本
会

長
が
登
壇
。「
私
た
ち
奈
良

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
全
加

盟
事
業
所
を
挙
げ
て
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
す
。
特
に
、『
横
断

歩
道
は
歩
行
者
優
先
』
を
実

践
し
、
や
す
ら
ぎ
の
大
和
路

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言

し
た
。

　

ま
た
、
奈
良
県
ト
協
か
ら

は
、「
横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

横
断
幕
を
着
け
た
普
通
ト
ラ

ッ
ク
３
台
と
、
奈
良
県
立
美

術
館
の
Ｐ
Ｒ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を

施
し
た
富
士
運
輸
㈱
（
奈
良

市
、松
岡
弘
晃
代
表
取
締
役
）

の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
出
発
式

に
提
供
。
交
通
機
動
隊
の
白

バ
イ
部
隊
や
パ
ト
カ
ー
部
隊

と
と
も
に
式
典
に
色
を
添
え

た
。

青年経営者等による先進的な
事業取組に対する顕彰

申請受付期間　６月１日～１０月３１日
　全日本トラック協会では、令和元年度「青年経営者等
による先進的な事業取組に対する顕彰事業」の申請を６
月１日から１０月３１日まで受け付ける。
　同事業では、都道府県トラック協会の青年組織に所属
する経営者等が実施した、または今後実施する先進的で
創意工夫等のある取り組みにより、他の者の模範となり
得るような事業に対して顕彰を行う。
　候補対象となるのは、①社会貢献事業②収益性向上
事業③安全対策事業④環境対策事業⑤その他（特に
本目的に沿った事業）――の５つで、既に実施している
もののほか、令和元年度中に実施予定のアイデア、企
画等でも申請可能。
　顕彰金は、金賞（１００万円）、銀賞（７０万円）、銅賞
（５０ 万円）で、顕彰総額は５００万円。
　資格要件等の詳細は、全ト協ホームページを参照のこ
と。問い合わせは、所属する都道府県ト協または全ト協
経営改善事業部（☎ 03-3354-1056）まで。

全 

ト 

協

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に

事業用トラックは車体が大きいことから、
・急な車線変更
・不用意なクラクション
・公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
などは、一般乗用車より目立ち、交通弱者や沿
道の住民の方にとって、より迷惑に感じられま
す。プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社
会問題化しています。あおり運転や無理な割り
込みなど、他車から迷惑行為を受けても冷静に
対応しましょう。

事
業
法
改
正
等
に
向
け
た
　
　

　
　
　諸
課
題
に
つ
い
て
討
議

第
45
回
物
流
政
策
委
員
会

左から荒井県知事、壇上で横断歩行者保護宣言
を行う森本会長、遠藤県警本部長（5月10日）
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首
都
圏
、
関
西
、
九
州
を
結
ぶ

幹
線
輸
送
と
、
各
地
域
に
お
け
る

共
同
配
送
な
ど
を
行
っ
て
い
る
事

業
者
を
訪
ね
た
。
幹
線
輸
送
は
長

距
離
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
同
社
で

は
、「
長
距
離
輸
送
の
ド
ラ
イ
バ

ー
で
も
、
１
か
月
の
残
業
時
間
が

60
〜
80
時
間
の
範
囲
に
収
ま
っ
て

い
る
」
と
い
う
。
２
０
２
４
年
４

月
か
ら
適
用
さ
れ
る
自
動
車
運
転

業
務
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

で
あ
る
年
９
６
０
時
間
は
、
す
で

に
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
事
業
者
は
、
約
10
年
前
か

ら
長
距
離
輸
送
に
お
け
る
労
働
時

間
短
縮
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

ず
、
走
行
距
離
３
０
０
㌔
㍍
以
上

は
高
速
道
路
を
利
用
す
る
よ
う
に

し
た
。
次
に
、
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ

た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
導
入
。
さ

ら
に
、
自
社
の
拠
点
を
活
か
し
た

中
継
輸
送（
複
数
パ
タ
ー
ン
あ
り
）

と
い
う
３
つ
の
組
み
合

わ
せ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
「
近
距
離
の

配
送
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

間
外
労
働
は
月
45
〜
50

時
間
に
な
っ
て
い
る
」。

す
る
と
、
２
０
２
３
年

４
月
か
ら
は
、
中
小
企

業
に
も
月
60
時
間
超
の

時
間
外
割
増
50
％
が
適

用
さ
れ
る
が
、
同
社
に
は
該
当

者
が
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
は
従

業
員
の
健
康
管
理
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
も
重
要
だ
。「
健
康
経

営
優
良
法
人
（
中
小
規
模
法

人
部
門
）」
の
認
証
を
得
る
事

業
者
が
増
え
て

き
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
背
景

も
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
１
社
を

訪
ね
た
ら
、
同

認
定
制
度
が
で

き
る
以
前
か
ら

従
業
員
の
健
康

管
理
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
認

定
取
得
は
「
い

わ
ば
後
付
け
」

的
な
感
覚
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。

　

同
社
は
、「
加

盟
し
て
い
る
協

会
け
ん
ぽ
（
全

国
健
康
保
険
協
会
）
か
ら
委
託

さ
れ
て
、
社
内
で
独
自
に
指
定

保
健
指
導
を
し
て
い
る
。
企
業

健
保
を
単
独
で
持
っ
て
い
る
よ

う
な
大
企
業
を
別
に
す
れ
ば
、

業
種
を
問
わ
ず
県
内
で
は
初
め

て
」
と
い
う
。
全
国
的
に
み
て

も
稀
有
な
ケ
ー
ス
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
業
者
に
は
健
康
管
理
室
が

あ
り
、
保
健
師
（
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
有
資
格
）
が
週
４
日
常
駐

し
て
健
康
管
理
を
し
て
い
る
。
社

内
で
独
自
に
規
定
し
た
「
長
時
間

労
働
」
者
に
は
、
個
別
に
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
も
行
う
。

　

こ
の
よ
う
に
働
き
方
改
革
の
先

進
的
事
業
者
を
訪
ね
る
と
、
い
ろ

い
ろ
参
考
に
な
る
。
併
せ
て
、
強

く
興
味
を
引
か
れ
る
の
は
原
資
の

確
保
に
つ
い
て
で
あ
る
。
働
き
方

改
革
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
例

え
ば
働
き
方
改
革
に
は
従
業
員
の

増
員
が
必
要
だ
。
休
暇
増
や
労
働

時
間
短
縮
分
を
、
生
産
性
向
上

だ
け
で
は
完
全
に
補
填
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
利
益
率
の
高
い
経
営

が
必
要
で
あ
る
。
原
資
の
確
保
に

は
、取
引
先
と
の
関
係
で
い
え
ば
、

「
運
賃
や
料
金
単
価
を
適
正
水
準

で
契
約
す
る
こ
と
」、
ま
た
、
社

内
的
に
は
「
絶
え
ず
生
産
性
の
向

上
を
推
進
す
る
た
め
努
力
す
る
こ

と
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
働
き

方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
前
提

に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
働

き
方
改
革
は
す
な
わ
ち
「
経
営
改

革
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

第
232
回

働き方改革はイコール経営改革

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

国
土
交
通
省
は
５
月
10
日
、

「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
」
を
公
布
し
た
。

６
月
15
日
に
施
行
さ
れ
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
で
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働

の
是
正
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
長
時
間
の
荷
待
時
間
の

発
生
の
ほ
か
に
、
荷
主
と
の

 

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
推
進

事
業
」
募
集
開
始

予
算
額
３
７
０
０
万
円

　

国
土
交
通
省
は
５
月
13

日
、
令
和
元
年
度
「
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
等
推
進
事
業
」（
補

助
事
業
）
の
募
集
を
開
始
し

た
。

　

同
事
業
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
、
流
通
業
務

の
省
力
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
物
流
体
系
の
構
築
を
図
る

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
。
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
の

物
流
総
合
効
率
化
法
に
基
づ

契
約
に
定
め
が
な
い
荷
役
作

業
等
の
発
生
に
よ
り
当
初
の

運
行
計
画
が
崩
れ
る
こ
と

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時

間
に
関
す
る
基
準
の
超
過
を

招
き
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
確
保
し
た
運
行
を
妨
げ
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
第
８
条
で
は
、

く
取
り
組
み
に
お
い
て
、
荷

主
企
業
お
よ
び
物
流
事
業
者

等
物
流
に
係
る
関
係
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
協
議
会
に

対
し
て
、
開
催
等
の
事
業
計

画
の
策
定
に
要
す
る
経
費
へ

の
支
援
を
行
う
（
総
合
効
率

化
計
画
策
定
事
業
）
ほ
か
、

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
お
よ
び
幹

線
輸
送
網
の
集
約
化
の
推
進

に
つ
い
て
、
初
年
度
の
運
行

経
費
の
一
部
に
対
す
る
支
援

を
行
う
（
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

推
進
事
業
・
幹
線
輸
送
集
約

化
推
進
事
業
）。
予
算
額
は

３
７
０
０
万
円
。

事
業
用
自
動
車
に
係
る
運
転

者
の
乗
務
に
つ
い
て
、
当
該

乗
務
を
行
っ
た
運
転
者
ご
と

に
、
休
憩
ま
た
は
睡
眠
を
し

た
場
合
の
地
点
・
日
時
、
荷

待
時
間
に
関
す
る
事
項
等
を

記
録
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

今
改
正
に
よ
り
、
集
貨
地
点

等
で
荷
役
作
業
等
を
実
施
し

た
場
合
に
、「
集
貨
地
点
等
」

や
「
荷
役
作
業
等
の
内
容
な

ら
び
に
開
始
お
よ
び
終
了
の

日
時
」
に
つ
い
て
も
、
乗
務

記
録
と
し
て
記
載
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、「
記
載
内

容
に
つ
い
て
の
荷
主
の
確
認

　

補
助
率
は
、
総
合
効
率
化

計
画
策
定
事
業
は
定
額
（
上

限
２
０
０
万
円
）、
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
推
進
事
業
・
幹
線
輸

送
集
約
化
推
進
事
業
は
最
大

経
費
の
２
分
の
１
（
同
５
０

０
万
円
）。

　

応
募
期
間
は
６
月
14
日
㈮

17
時
ま
で
（
必
着
）。
応
募

対
象
事
業
者
の
認
定
は
８
月

初
旬
頃
の
予
定
。

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
。

の
有
無
」
に
つ
い
て
も
乗
務

記
録
の
対
象
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
同
内
容
に
つ
い

て
は
、
車
両
総
重
量
８
㌧
以

上
ま
た
は
最
大
積
載
量
５
㌧

以
上
の
車
両
に
乗
務
し
た
場

合
に
限
ら
れ
る
と
と
も
に
、

荷
主
と
の
契
約
書
に
実
施
し

た
荷
役
作
業
等
の
全
て
が
明

記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
荷

役
作
業
等
に
要
し
た
時
間
が

１
時
間
以
上
で
あ
る
場
合
に

限
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、『
広
報
と
ら
っ
く
』

６
月
１
日
号
に
、
記
録
の
記

載
例
等
を
示
し
た
周
知
用
チ

ラ
シ
を
同
封
す
る
。

 

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
等
開
催

に
伴
う
警
備
協
力
を
要
請

輸
送
安
全
確
保
と
テ
ロ
対
策

徹
底
求
め
る

　

国
土
交
通
省
は
４
月
26

日
、Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
（
６

月
28
日
・
29
日
）
等
の
開
催

に
伴
い
、
テ
ロ
防
止
対
策
へ

の
協
力
を
依
頼
す
る
文
書
を

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
宛
て

に
発
出
し
た
。

　

ま
た
、
国
交
省
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
全
ト
協
は
５
月

８
日
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

 

２
０
１
９
年
度
「
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
応

募
受
付
開
始

エ
コ
モ
財
団

　

２
０
１
９
年
度
「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

﹇
主
催
・（
公
財
）
交
通
エ

コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

（
エ
コ
モ
財
団
）﹈
の
応
募
受

付
が
５
月
７
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
募
集
対
象
は
、
事
業
部

門
（
緑
ナ
ン
バ
ー
）・
一
般
部

門
（
白
ナ
ン
バ
ー
）・
ユ
ニ
ー

ク
部
門
の
３
部
門
。
最
も
優

ク
協
会
に
同
内
容
の
文
書
を

発
出
し
、
会
員
事
業
者
へ
の

周
知
徹
底
を
行
っ
た
。

　

同
文
書
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
対
し
、
①
営

業
所
・
車
庫
内
外
の
巡
回
、

②
終
業
後
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
の

徹
底
、
③
営
業
所
等
に
お
け

れ
た
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、

事
業
部
門
で
は
国
土
交
通
大

臣
賞
、
一
般
部
門
で
は
環
境

大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
。

　

応
募
期
間
は
５
月
７
日
㈫

〜
７
月
１
日
㈪
。
参
加
費
用

は
無
料
。
表
彰
式
は
、
11
月

27
日
㈬
に
開
催
予
定
の
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
会
場
で
行
わ
れ
る
。

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、

エ
コ
モ
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
。

　

な
お
、エ
コ
モ
財
団
で
は
、

平
成
30
年
度
「
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
コ
ン
ク

ー
ル
」
優
秀

取
組
事
例
集

（
写
真
）
を

取
り
ま
と
め
て

い
る
。
同
事
例

集
で
は
、
国
交

大
臣
賞
（
事

る
不
審
な
荷
物
を
発
見
時
及

び
不
審
者
情
報
等
の
警
察
へ

の
連
絡
の
徹
底
、
④
配
達
先

か
ら
荷
送
り
人
に
覚
え
が
な

い
な
ど
不
審
な
荷
物
で
あ
る

旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
の

荷
物
に
触
れ
な
い
旨
の
注
意

喚
起
、
荷
物
の
状
態
に
応
じ

た
速
や
か
な
引
き
取
り
、
警

察
へ
の
連
絡
の
徹
底
、
⑤
放

射
性
物
質
等
危
険
物
輸
送
に

お
け
る
安
全
管
理
の
徹
底
、

⑥
テ
ロ
発
生
時
の
通
報
・
連

絡
・
指
示
体
制
の
整
備
及
び

確
認
―
―
の
実
施
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

業
部
門
）・
環
境
大
臣
賞
（
一

般
部
門
）
な
ど
上
位
受
賞
事

業
者
の
取
組
事
例
紹
介
の
ほ

か
、
上
位
受
賞
事
業
者
以
外

の
特
徴
的
な
取
組
事
例
紹
介

も
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
、

同
事
例
集
は
コ
ン
ク
ー
ル
特

設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

 

高
速
道
路
駐
車
ま
す
拡
充

の
実
績
・
予
定
を
公
表

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
・
中

日
本
高
速
道
路
㈱
・
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
は
４
月
26
日
、
高
速
道

路
の
休
憩
施
設
に
お
い
て
顕

在
化
し
て
い
る
駐
車
エ
リ
ア

の
混
雑
対
策
と
し
て
進
め
て

い
る
駐
車
ま
す
拡
充
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
状
況
を
公
表

し
た
。

　

高
速
道
路
で
は
、
長
時
間

駐
車
な
ど
に
よ
る
深
夜
帯
を

中
心
と
し
た
大
型
車
の
駐
車

ま
す
不
足
な
ど
、
駐
車
エ
リ

ア
全
体
の
混
雑
が
顕
在
化
し

て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
、
既
存
休
憩

施
設
の
駐
車
エ
リ
ア
を
有
効

活
用
し
た
改
良
に
よ
っ
て
駐

車
ま
す
の
拡
充
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、
駐
車
エ
リ
ア
の
利

用
状
況
に
応
じ
て
普
通
車
と

大
型
車
双
方
で
利
用
可
能
な

兼
用
ま
す
も
整
備
。

　

駐
車
ま
す
の
拡
充
数
は
、

２
０
１
８
年
度
実
績
が
新
東

名
・
駿
河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）（
上
下
）、

山
陽
道
・
吉
備
Ｓ
Ａ（
上
下
）

な
ど
26
箇
所
計
約
５
０
０
台
、

２
０
１
９
年
度
が
東
北
道
・

国
見
Ｓ
Ａ
（
上
下
）、
新
東

名
・
浜
松
Ｓ
Ａ
（
上
）、
山

陽
道
・
三
木
Ｓ
Ａ
（
下
）
な

ど
34
箇
所
計
約
１
２
０
０
台

（
※
普
通
車
ま
す
数
と
、
兼

用
ま
す
を
含
ん
だ
大
型
車
ま

す
数
の
合
計
値
）
と
な
る
予

定
。

重
点
監
督
実
施
事
業
場

の
７
割
弱
で
関
係
法
令

違
反
を
確
認

「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

重
点
監
督
実
施
結
果

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
25

日
、
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
に
お
け
る
重
点
監
督

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
、
発
表
し
た
。

　

今
回
の
重
点
監
督
は
、
長

時
間
の
過
重
労
働
に
よ
る
過

労
死
等
に
関
す
る
労
働
災
害

請
求
の
あ
っ
た
事
業
場
や
、

若
者
の
「
使
い
捨
て
」
が
疑

わ
れ
る
事
業
場
な
ど
を
含

め
、
労
働
基
準
関
係
法
令
の

違
反
が
疑
わ
れ
る
８
４
９
４

事
業
場
に
対
し
て
集
中
的
に

実
施
。

　

そ
の
結
果
、
５
７
１
４
事

業
場
（
全
体
の
67
・
３
％
）

で
労
働
基
準
関
係
法
令
違
反

を
確
認
し
、
そ
の
う
ち
２
８

０
２
事
業
場
（
33
・
０
％
）

で
違
法
な
時
間
外
労
働
が
認

め
ら
れ
た
。

　

違
法
な
時
間
外
労
働
が
認

め
ら
れ
た
事
業
場
の
内
訳

は
、
時
間
外
・
休
日
労
働
の

実
績
が
最
も
長
い
労
働
者
の

時
間
数
が
月
80
時
間
を
超
え

る
も
の
＝
１
４
２
７
事
業
場

（
50
・
９
％
）、
同
月
１
０
０

時
間
を
超
え
る
も
の
＝
８
６

８
事
業
場
（
31
・
０
％
）、

同
月
１
５
０
時
間
を
超
え
る

も
の
＝
１
７
６
事
業
場
（
６

・
３
％
）、
同
月
２
０
０
時
間

を
超
え
る
も
の
＝
34
事
業
場

（
１
・
２
％
）。

　

ま
た
、
監
督
指
導
を
行
っ

た
８
４
９
４
事
業
場
の
う
ち
、

賃
金
不
払
い
残
業
が
あ
っ
た

事
業
場
が
４
６
３
事
業
場（
５

・
５
％
）、
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
措
置
が
未

実
施
の
事
業
場
が
９
４
８
事

業
場
（
11
・
２
％
）
確
認
さ

れ
た
。

「
中
小
企
業
施
策
利
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行

多
彩
な
サ
ポ
ー
ト
を
紹
介

　

中
小
企
業
庁
で
は
こ
の
ほ

ど
、「
２
０
１
９
年
度
版
中
小

企
業
施
策
利
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」（
写
真
）
を
発
行
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
企
庁
が
実
施

し
て
い
る
今
年
度
の
中
小
企

業
施
策
を
紹
介
し
た
も
の

で
、
中
小
企
業
が
同
施
策
を

利
用
す
る
際
の
手
引
書
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

発
行
し
て
い
る
。

　

同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
施
策
は
、「
経
営

サ
ポ
ー
ト
」「
金
融
サ
ポ
ー
ト
」

「
財
務
サ
ポ
ー
ト
」「
商
業

・
地
域
サ
ポ
ー
ト
」「
分
野

別
サ
ポ
ー
ト
」。
ま
た
、
各

施
策
の
問
い
合
わ
せ
先
も
併

せ
て
掲
載
し
て

い
る
。

　

同
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
は
、
中
企

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
。

乗
務
記
録
の
対
象
に

　
　
　
　
　
　 
荷
役
作
業
に
関
す
る
内
容
を
追
加

輸
送
安
全
規
則
を
一
部
改
正

（一社）日本パレット協会からのお願い
使用後のレンタルパレット返却の徹底を！

　昨今、トラック等の荷積み・荷卸し時の時間削減を目的に、パレットが使用さ
れる機会が急激に増えています。そうした環境下で、レンタルパレットの供給数
量が急増し、需要に追い付かない状況であり、使用後のレンタルパレットを早期
に回収することが緊急課題となっております。
　レンタルパレットの早期回収は、パレットレンタル事業者の力のみでは果たすこ
とができないため、運送事業者の皆様をはじめとしたパレットをお使いになる全て
の関係者のご協力が必要です。
　「ホワイト物流」推進の一助となる一貫パレチゼーションおよびパレット化貨物
輸送を維持拡大していくためにも、運送事業者の皆様には以下の点をお願いいた
します。
①使用後に空いたレンタルパレットは、速やかに各パレットレンタル事業者にご返
還ください。
②借用者が不明のレンタルパレットが存在する場合は、（一社）日本パレット協会
にご一報ください。
③パレット輸送においては、1枚のレンタルパレットに商品を満載または最大限有
効活用した状態でご利用ください。

【お問い合わせ先・連絡先】
（一社）日本パレット協会　事務局（電話03-6458-5580）
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「環境にやさしい取組みをしている運輸事業者」を

認証する制度が、グリーン経営認証です。

国土交通省及び各事業団体の協力を得て、エコモ

財団が推進しています。

交通環境対策部
東京都千代田区五番町10番地　五番町KUビル３階

エコドライブ活動コンクール

優秀取組事例集

平成30年度
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フ
ク
ワ
物
流
株
式
会
社
︵
熊
本
県
益
城
町
︶

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
３
年

生
の
場
合
、
翌
年
の
春
に
は

学
校
を
卒
業
し
、
就
職
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
物
流
の
現
場
で
職
業
経

験
を
行
う
生
徒
た
ち
は
、
下

級
生
と
比
較
し
て
よ
り
真
剣

に
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
３
年
生
に
対
す

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
『
採

用
に
繋
が
る
』
も
の
と
位
置

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
１
年
生
や
２
年
生
の

場
合
は
就
職
ま
で
ま
だ
間
が

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
就
職
に

直
結
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
『
将
来
の
就
職
先
の

１
つ
と
し
て
、
物
流
業
界
を

知
っ
て
も
ら
う
』
と
い
う
意

味
で
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
」（
亀
井
社
長
）

　

同
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
中
で
特
徴
的
な
の
は
、

高
校
か
ら
だ
け
で
は
な
く
高

等
支
援
学
校
か
ら
も
積
極
的

に
生
徒
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

高
等
支
援
学
校
は
、
視
覚

や
聴
覚
な
ど
に
障
害
が
あ
っ

た
り
、
病
弱
な
生
徒
に
対
し

て
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
・

生
活
上
の
困
難
を
克
服
し
、

自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な

知
識
・
知
能
を
授
け
る
こ
と

を
目
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

高
等
支
援
学
校
を
卒
業
し
た

生
徒
の
中
に
は
、
一
般
企
業

に
就
職
し
て
ス
キ
ル
を
磨
き
、

職
業
的
・
生
活
的
自
立
を
遂

げ
る
人
も
少
な
く
な
い
。
同

社
で
は
高
等
支
援
学
校
に
通

う
生
徒
の
職
業
的
・
生
活
的

自
立
を
支
援
す
べ
く
、
毎
年

高
等
支
援
学
校
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け
入

れ
も
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　
「
当
社
で
受
け
入
れ
る
高

等
支
援
学
校
の
生
徒
は
、
障

害
の
度
合
い
が
比
較
的
軽
度

の
方
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

受
け
入
れ
体
制
は
高
校
の
生

徒
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
受
け
入
れ
に
際
し
て

は
、
教
育
係
で
あ
る
所
属
長

が
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
診

断
書
の
内
容
を
確
認
し
、
問

題
の
な
い
範
囲
で
仕
事
を
経

験
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」（
男
澤
総
務
・
安

全
次
長
）

　

同
社
で
は
例
年
10
月
に
、

５
日
間
の
日
程
で
生
徒
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
例
に
、
同
社
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
詳
細

　

今
年
の
春
に
は
、
高
等
支

援
学
校
の
新
卒
生
を
１
人
採

用
し
た
。
そ
の
新
入
社
員
は

１
年
生
の
時
と
３
年
生
の
時

の
２
度
、
同
社
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
と

い
う
。
２
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
参
加
を
通
じ
て
、
彼
は

「
物
流
業
界
で
仕
事
を
す
る

こ
と
」
へ
の
希
望
を
大
き
く

膨
ら
ま
せ
、
そ
し
て
努
力
の

末
「
物
流
会
社
の
社
員
と
し

て
活
躍
し
た
い
」
と
い
う
夢

を
か
な
え
た
に
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。

　

同
社
で
は
、
以
前
か
ら
高

校
・
高
等
支
援
学
校
か
ら
の

生
徒
受
け
入
れ
を
行
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
６
月

に
な
る
と
各
学
校
か
ら
受
け

　

フ
ク
ワ
物
流
㈱
（
亀
井
健

留
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、

ド
ラ
イ
食
品
や
酒
類
、
雑
貨

の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

倉
庫
業
も
手
が
け
て
い
る
運

送
会
社
で
あ
る
。

　

さ
て
、
同
社
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
歴
史
を

ひ
も
解
く
と
、
10
年
前
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
。
地
元
中
学
校
か
ら
要
請

が
あ
っ
た
た
め
、
同
社
で
は

「
地
域
貢
献
に
繋
が
れ
ば
」

と
の
思
い
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
時
は
対
象
が
中

学
生
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、「
将
来
の
就
職
先
と

し
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、

物
流
業
界
で
職
業
経
験
を
積

ん
で
も
ら
う
」
と
い
う
よ
り

も
「
職
場
体
験
学
習
と
し
て

生
徒
た
ち
が
働
く
人
々
と
接

す
る
中
で
、
仕
事
を
す
る
こ

と
の
尊
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
」

と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
と

い
う
。
同
社
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
認

識
し
、
地
域
貢
献
と
い
う
役

割
を
果
た
し
た
上
で
、
会
社

と
し
て
の
受
け
入
れ
方
針
を

修
正
。
そ
の
翌
年
か
ら
中
学

生
の
受
け
入
れ
を
取
り
や

め
、
受
け
入
れ
先
で
あ
る
同

社
を
「
将
来
の
就
職
先
」
と

し
て
意
識
し
て
も
ら
え
る
高

等
学
校
な
ど
の
生
徒
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　　
「
当
社
で
は
現
在
、
主
に

高
校
２
年
生
と
３
年
生
を
イ

　

本
紙
４
月
１
日
号
で
既
報
の
通
り
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
今
年
度
も
、

運
送
事
業
者
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

各
種
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
本
特

集
で
は
今
号
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
全

ト
協
に
よ
る
助
成
制
度
を
活
用
し
た
運

送
事
業
者
に
よ
る
事
例
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
促

進
支
援
事
業
」
助
成
金
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
受
け
入
れ
た
、

フ
ク
ワ
物
流
㈱
（
熊
本
県
益
城
町
）
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

フクワ物流㈱
本社所在地� 熊本県上益城郡益城町古閑 127
代表者� 代表取締役社長　亀井　健留
設　立� 昭和 46 年 12月
資本金� 3,000 万円
社員数� 227 人（うちドライバー110 人）
車両数� 108 台

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
と
な

る
の
は
ピ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の

庫
内
作
業
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
運
転
免
許
が
な
く
て

も
、
本
人
の
希
望
と
職
場
で

の
調
整
に
よ
り
、
働
き
な
が

ら
免
許
を
取
得
し
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
職
務
変

更
を
支
援
す
る
制
度
も
あ
る
。

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

新
入
社
員
の
初
任
者
研
修
と

ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
同
社
で
は
社
員
や
パ
ー

ト
な
ど
が
入
社
す
る
機
会
が

比
較
的
多
く
、
ま
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
新
人
向
け
の
教

育
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
生
徒
の
多
く
に
と
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

仕
事
を
体
験
す
る
初
め
て
の

機
会
と
な
る
。
そ
こ
で
、
指

導
に
あ
た
っ
て
は
同
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
に
即
し
た
上
で
、

「
仕
事
と
は
こ
う
い
う
も
の
」

と
生
徒
に
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、「
自
分
は
仕
事
が

で
き
る
」
と
自
信
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
と
い
う
。
生
徒
に
自
信

を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん

入
れ
要
請
が
寄
せ
ら
れ
る
。

今
回
の
受
け
入
れ
に
際
し
て

は
、
学
校
か
ら
次
の
よ
う
な

目
的
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
と

い
う
。

　

①
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職

業
観
の
育
成
を
図
る

　

②
実
際
的
な
知
識
や
技
術

に
触
れ
、
主
体
的
な
職
業
選

択
能
力
や
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
る

　

③
あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
な

ど
異
年
齢
間
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
る

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
目

的
を
少
し
で
も
多
く
達
成
す

る
た
め
に
、
学
校
と
本
社
お

よ
び
セ
ン
タ
ー
内
の
商
品
課

・
運
輸
課
の
間
で
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
調
整
を
行
っ
た
。

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
表
１

の
通
り
で
あ
る
。
同
社
の
場

合
、
基
本
的
に
商
品
課
の
新

入
社
員
は
、
倉
庫
内
の
業
務

に
従
事
し
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
の
作
業
か
ら
始
め
る
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
も
、
研

で
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
働

く
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
未
来
あ
る

生
徒
の
職
業
的
・
生
活
的
な

自
立
の
実
現
を
促
そ
う
と
し

て
い
る
。

　

生
徒
に
仕
事
へ
の
自
信
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
の
１
つ
と
し
て
、
同
社

で
は
研
修
最
終
日
と
な
る
５

日
目
の
午
後
に
「
個
人
ご
と

の
慣
熟
度
判
定
」
を
行
っ
て

い
る
（
図
は
慣
熟
チ
ェッ
ク
リ

ス
ト
）。
こ
れ
は
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
作
業
に
つ
い
て
指

導
担
当
の
責
任
者
が
見
極
め

を
行
っ
た
後
に
、
面
談
を
実

施
。
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
で

仕
事
が
で
き
た
の
か
を
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い

仕
事
を
目
指
す
上
で
気
を
付

け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

仕
事
の
面
で
同
社
が
重
要

視
し
て
い
る
の
は
、「
ス
ピ
ー

ド
よ
り
も
確
実
性
の
高
さ
」

で
あ
る
。
新
入
社
員
の
場
合

は
、
慣
熟
度
80
％
程
度
で
合

格
と
さ
れ
て
お
り
、
不
合
格

に
な
る
と
引
き
続
き
研
修
を

行
い
、
再
度
慣
熟
度
判
定
を

行
う
と
い
う
。
た
だ
し
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場
合
は
、

不
合
格
と
な
っ
て
も
引
き
続

き
慣
熟
度
が
ア
ッ
プ
す
る
ま

で
作
業
を
続
け
な
け
れ
ば
な

　

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

同
社
で
は
以
下
の
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
。

　

①
地
域
貢
献

　

②
物
流
業
界
の
発
展

　

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
の
社
員
自
身
の
仕
事

の
見
直
し

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参

加
を
通
じ
て
、
生
徒
の
考
え

方
は
大
き
く
変
わ
る
の
だ
と

い
う
。
初
め
の
頃
に
は
、
学

校
に
い
る
時
と
同
じ
感
覚
で

悪
ふ
ざ
け
を
し
て
し
ま
う
生

徒
も
中
に
は
み
ら
れ
る
。
し

か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
慣
熟
度
判
定

を
通
じ
て
、
数
字
と
い
う
目

に
見
え
る
形
で
自
分
の
仕
事

ぶ
り
を
評
価
し
て
も
ら
え
る

こ
と
で
、
生
徒
の
仕
事
へ
の

自
信
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
生
徒
の
受
け
入
れ

に
あ
た
っ
て
は
、
同
社
で
は

偶
数
名
で
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
昨
年
10
月
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
際
に
は
４

人
の
生
徒
を
受
け
入
れ
、
２

人
１
組
に
分
か
れ
て
ピ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
仕
事
に
あ
た
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
組

行
動
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
個

人
プ
レ
ー
で
は
な
く
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
仕
事
を
進
め
る
こ

と
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
取
り
組
み
で
あ

る
。

会社の将来を担う新卒者の獲得を目指して
「インターンシップ」に取り組んでみませんか？
　「インターンシップ」とは、大学や高等学校などに通
う学生・生徒たちが就職や仕事への理解や関心を高
めるために、事業所などの職場で働くことを通じて、
職業や仕事の実際について体験したり、働く人 と々接
することです。インターンシップは地域の協力を得て、
産業の現場など（事業所など）で行われます。これは
正規の学校教育活動であり、学生・生徒にとっては
将来の生き方や進路を考える上で有意義なものです。
　トラック運送業界では、将来を担う若手人材を確保
するために、効果的に新卒者を採用していく必要があ
ります。インターンシップで早期から学生・生徒を物流
現場に受け入れ、当業界への理解促進およびイメー
ジアップを図ることで、将来的な人材確保対策に繋が
ることが見込まれます。
　全日本トラック協会では、全ト協ホームページに「イ
ンターンシップ専用サイト」を設けています。ここでは、
学生・生徒の受け入れが可能な事業者の登録と、
教育機関による事業者情報検索が可能になっていま
す。また、運送事業者におけるインターンシップ実施
への取り組み方法について紹介するパンフレット『トラ
ック運送事業者におけるインターンシップ実施に向け
た取組みポイント』も掲載しています。
　同サイトを活用して、新卒者獲得に繋がるインター
ンシップに取り組みましょう。

を
終
え
た
頃
に
は
、
責
任
感

が
飛
躍
的
に
増
す
よ
う
な
生

徒
も
決
し
て
少
な
く
な
い
と

い
う
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

生
徒
へ
の
『
し
つ
け
』
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
教
え
る
側
の
社
員
が
生

徒
と
向
き
合
い
、
同
じ
仕
事

を
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
真
摯
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、
生

徒
の
捉
え
方
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
例
え
ば
、
ピ
ッ
キ
ン

グ
作
業
な
ど
の
際
に
か
ぶ
っ

て
も
ら
う
帽
子
に
は
、
事
故

防
止
の
た
め
の
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

帽
子
を
か
ぶ
り
た
が
ら
な
い

生
徒
も
中
に
は
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
頭
ご
な
し
に
叱

る
の
で
は
な
く
、『
君
の
頭
を

守
る
た
め
に
こ
の
帽
子
が
あ

る
』と
丁
寧
に
説
明
す
る
と
、

生
徒
も
帽
子
の
重
要
性
を
理

解
し
て
く
れ
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
に
は
、

学
校
を
通
じ
て
生
徒
か
ら
感

想
文
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、

文
面
は
と
て
も
丁
寧
で
、
仕

事
へ
の
責
任
感
が
に
じ
み
出

て
い
ま
す
」（
男
澤
次
長
）

　

な
お
、
同
社
で
は
昨
年
初

め
て
「
全
ト
協
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
導
入
促
進
支
援
事
業
」

の
存
在
を
知
り
、
助
成
を
申

請
。
交
付
さ
れ
た
助
成
金
を

活
用
し
、
研
修
の
際
に
使
用

す
る
生
徒
用
の
安
全
靴
や
プ

ロ
テ
ク
タ
ー
付
き
帽
子
な
ど

を
整
備
し
た
と
い
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の

受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
地
域

の
若
者
に
職
業
的
・
生
活
的

自
立
へ
の
き
っ
か
け
を
提
供

し
続
け
て
い
る
同
社
。
こ
う

し
た
「
地
域
貢
献
」
と
い
う

側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
同
社
へ

の
効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ

っ
た
と
い
う
。

　
「
生
徒
は
積
極
的
に
当
社

の
社
員
に
接
し
、
実
直
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
生
徒
の
ひ
た
向
き

な
姿
勢
に
接
す
る
こ
と
で
、

当
社
の
社
員
に
も
い
い
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
社
社
員
に
と
っ
て
は
、
生

徒
へ
の
指
導
を
通
じ
て
日
々

の
業
務
を
顧
み
る
こ
と
の
で

き
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

物
流
業
界
の
皆
様
に
は
、
自

社
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
も
繋
が
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
多
く
の

生
徒
が
物
流
業
界
へ
の
理
解

を
深
め
、
入
社
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
物
流
会
社
に
と
っ

て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
物
流

業
界
の
皆
様
に
『
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
導
入
促
進
支
援
事

業
』
助
成
金
を
ご
活
用
い
た

だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

（
亀
井
社
長
）

（
取
材
協
力
）
フ
ク
ワ
物
流

㈱　

亀
井
健
留
代
表
取
締
役

社
長
、
男
澤
孝
憲
業
務
支
援

部
総
務
・
安
全
次
長
／
Ｉ
Ｓ

Ｏ
・
５
Ｓ
推
進
室
長

生
徒
と
自
社
社
員
の
心
を
成
長
さ
せ
る﹁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
﹂

物
流
業
界
へ
の
理
解
を
深
め　

新
卒
生
の
獲
得
に
繋
げ
る

生
徒
受
け
入
れ
を
通
じ
て
地
域
貢
献
へ

高
等
支
援
学
校
か
ら
の
受
け
入
れ
も
進
め
る

▶全ト協助成制度活用事例特集◀
①インターンシップ導入促進支援事業

倉庫保管から商品管理、配送まで総合的物流サービスを提供している同社
亀井　健留

代表取締役社長

男澤　孝憲
業務支援部 総務・安全次長

点検実施日 2018年10月19日

点検者 　男澤孝憲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         被点検者氏名　

項　目 内容 段階点

集荷表の店舗名を確認し、籠車・パレット使用等の集荷形態を確認したか。
（先輩職員に尋ねて、確認しているか。） 合　・　否

集荷表の商品数量をもとに、台車にパレット使用を判断しているか。 合　・　否

各ロケーションの全体配置・順序を理解しているか。 合　・　否

目的のロケーションへの台車の接地は、商品積載の容易性を考慮しているか。 合　・　否

商品名・賞味期限を確認して、ハンディーでチェックしたか。 合　・　否

積載の要領は、バランスよく安定しているか。 合　・　否

重量物は下部に、軽量物は上部に積み、外箱潰れに注意しているか。 合　・　否

同一商品積載完了後、数量を点検してハンディーを通しているか。 合　・　否

次のロケーションへ移動する前に、目的地を確認理解しているか。 合　・　否

台車の移動は他の者を妨害せずに、商品への接触防止に気を付けているか。 合　・　否

移動間の商品移動・荷崩れの危険性はないか。 合　・　否

台車の集積場所は、正しいか。 合　・　否

集積台車位置は、リフト等の通行を阻害しない着意があるか。 合　・　否

解らない時は、先輩に尋ねる着意があるか。 合　・　否

挨拶・声掛けは、できるか。 合　・　否

表情は、暗くないか。 合　・　否

所　見

判定；

改善事項；

※　８０％以上の「合」判定にて、単独作業へ移行
※　判定の「否」項目については、今後の改善事項として実行
※　７９％以下の場合は、再実習後に再判定を実施

　　/１６
（　　　　％）

その他

ケース集品作業慣熟チェックリスト

準　備

積　載

移　動

集　積

コラム

研
修
を
通
じ
て
生
徒
の
心
の
成
長
を
促
す

自
社
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
効
果
も

ポ
イ
ン
ト
は「
仕
事
へ
の
自
信
を
も
た
せ
る
こ
と
」

勤
労
へ
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
機
会
に

写真でみる「インターンシップ」

図

①

１
日
目
の
冒
頭
、
会
社
概
要
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
仕
事
へ
の
心
構
え
に
つ

い
て
も
指
導
す
る

①

②

倉
庫
内
見
学
。
倉
庫
内
に
積
ま
れ
て
い

る
数
多
く
の
種
類
の
商
品
に
つ
い
て
、

生
徒
た
ち
に
説
明
す
る

②

③

２
日
目
か
ら
は
、
生
徒
が
２
人
１
組
で

商
品
集
荷
作
業
を
行
う
。
生
徒
の
表
情

は
真
剣
そ
の
も
の
だ

③

④

同
社
の
車
両
を
使
用
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の

構
造
機
能
や
基
本
操
作
、
ま
た
通
常
点

検
に
つ
い
て
も
学
ぶ

④

⑤

最
終
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

集
荷
作
業
に
つ
い
て
個
人
ご
と
の
慣
熟

度
判
定
が
行
わ
れ
る

⑤

⑥

数
字
と
い
う
目
に
見
え
る
形
で
仕
事
ぶ

り
を
評
価
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
仕

事
へ
の
自
信
に
繋
が
る

⑥
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数18.8％減少。
交通事故発生件数24.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2017年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

トラック

トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー

5月23日（木）

九州運輸局

近畿運輸局
エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

九州運輸局
交通政策部環境・物流課
☎092-472-3154

九州運輸局
交通政策部環境・物流課
☎092-472-3154

兵庫県トラック総合会館 大会議室
兵庫県神戸市灘区大石東町2-4-27

かごしま県民交流センター 小研修室
鹿児島県鹿児島市山下町14-50

5月30日（木）

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

5月24日（金）

6月下旬

7月下旬
九州運輸局

長崎県内※

熊本県内※

―

―

9時30分～12時00分倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

応募受付期間は、 7月1日（月）まで。詳しくは、http://www.ecodrive-activity-concours.jp/2019年度エコドライブ活動コンクール応募受付中 国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

　

近
年
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
事
業
用
自
動

車
の
運
転
者
の
運
転
中
の
意

識
消
失
に
よ
る
重
大
事
故
が

急
増
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

な
か
で
も
、
そ
の
要
因
と
し

て
は
「
脳
血
管
疾
患
」
が
ワ

ー
ス
ト
１
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
２
）。

　

社
会
問
題
化
す
る
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
平
成
28

年
12
月
16
日
に
「
道
路
運
送

法
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、

29
年
１
月
16
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
改
正
で
は
、「
自
動
車

運
転
事
業
者
は
、
事
業
用
自

動
車
の
運
転
者
が
疾
病
に
よ

り
安
全
な
運
転
が
で
き
な
い

お
そ
れ
の
あ
る
状
態
で
事
業

用
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

医
学
的
知
見
に
基
づ
く
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

旨
、
法
律
上
明
記
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
法
改
正
を
受
け
、
国
土

　

脳
血
管
疾
患
の
中
で
も
恐

ろ
し
い
の
が
、
予
兆
な
く
発

症
す
る「
く
も
膜
下
出
血（
破

裂
動
脈
瘤
）」
で
す
。
く
も

膜
下
出
血
は
、
頭
の
血
管
に

で
き
る
脳
動
脈
瘤
が
破
裂
し

て
出
血
を
起
こ
し
、
脳
が
機

能
し
な
く
な
り
、
約
半
数
が

死
亡
ま
た
は
重
篤
な
状
況
に

陥
る
非
常
に
危
険
な
病
気
で

交
通
省
は
30
年
２
月
23
日
、

「
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
脳
血
管
疾
患
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
、

自
動
車
運
転
事
業
者
が
取
る

べ
き
具
体
的
措
置
と
し
て

「
脳
健
診
」
が
推
奨
さ
れ
ま

し
た
。

す
。

　

ま
た
、
脳
動
脈
壁
が
部
分

的
に
瘤
状
に
膨
ら
み
、
破
裂

し
な
い
ま
ま
の
状
態
で
あ
る

も
の
を「
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
」

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
破
裂

す
る
と
、
く
も
膜
下
出
血
を

起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

運
転
中
に
く
も
膜
下
出
血

を
発
症
す
る
と
、
突
然
の
意

　

脳
健
診
に
は
、
頭
部
Ｍ
Ｒ

Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
を
中
心
に

各
種
検
査
を
組
み
合
わ
せ
た

識
消
失
、
運
動
麻
痺
に
よ
り

事
故
回
避
措
置
が
取
れ
な
く

な
り
、
重
大
事
故
を
引
き
起

こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

く
も
膜
下
出
血
を
発
症
す

る
割
合
は
、
人
口
10
万
人
当

　

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
の
診
断
結

果
は
、
国
交
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
準
拠
し
て
次
の
よ
う

に
Ａ
〜
Ｄ
の
４
段
階
で
判
定

さ
れ
ま
す
。

・
Ａ
判
定
：
「
正
常
」
で
あ

れ
ば
、
３
年
に
１
回
の
脳
Ｍ

Ｒ
Ｉ
健
診
の
再
受
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

・
Ｂ
判
定
：
「
異
常
所
見

（
脳
動
脈
瘤
）の
疑
い
あ
り
」

で
あ
れ
ば
、
通
常
業
務
は
可

能
で
す
。
１
年
後
を
目
安
に

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
の
再
受
診
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

・
Ｃ
判
定
：
「
緊
急
性
は
な

い
が
異
常
所
見
あ
り
（
脳
動

脈
瘤
あ
り
）」
で
あ
れ
ば
、

　

現
在
、
脳
動
脈
瘤
の
治
療

法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る

手
術
と
し
て
は
、
血
管
内
治

「
脳
ド
ッ
ク
」
や
、
頭
部
Ｍ

Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
の
み
を

行
う
簡
易
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
「
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
」

が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

　

比
較
的
短
時
間
・
安
価
で

脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
脳
動
脈

瘤
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め

に
は
、「
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
」

が
お
す
す
め
で
す
（
図
２
）。

た
り
年
間
15
〜
20
人
と
い
わ

れ
、
発
症
年
齢
は
40
〜
60
代

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
脳
動
脈
瘤
破
裂
は
、
破

裂
す
る
ま
で
無
症
状
の
場
合

が
多
く
、
神
経
症
状
の
警
告

サ
イ
ン
だ
け
で
は
予
測
し
に

く
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
う
し
た
脳
血
管
疾
患
の

異
常
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
脳

健
診
で
し
か
未
然
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

通
常
業
務
は
可
能
で
す
が
、

３
か
月
以
内
に
専
門
医
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｄ
判
定
：
「
緊
急
性
の
あ

る
異
常
所
見
あ
り
（
脳
動
脈

瘤
あ
り
）」
で
あ
れ
ば
、
一
時

運
転
業
務
は
控
え
、
１
か
月

以
内
に
専
門
医
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

療
で
あ
る
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る

「
コ
イ
ル
塞
栓
術
」
と
、
開

頭
に
よ
る
「
脳
動
脈
瘤
頸
部

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
」
と
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ

ン
ト
（
動
脈
を
広
げ
た
状
態

を
維
持
す
る
た
め
に
、
体
内

に
設
置
す
る
網
目
状
の
金

属
）
に
よ
る
「
新
方
式
血
管

内
治
療
」
も
あ
り
ま
す
。

　
（
一
社
）
運
転
従
事
者
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
支
援
機
構
は
、

運
転
従
事
者
の
脳
血
管
疾
患

に
よ
る
健
康
起
因
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

を
使
っ
た
簡
易
な
ス
ク
リ
ー

　

こ
う
し
た
治
療
を
受
け
れ

ば
、
比
較
的
早
期
に
職
場
復

帰
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
に
よ

る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
な
の
で
す
。

ニ
ン
グ
検
査
「
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健

診
」を
、比
較
的
短
時
間
で
、

か
つ
受
け
入
れ
や
す
い
価
格

で
普
及
・
受
診
斡
旋
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

　

近
年
、
事
業
用
自
動
車
の
運
転
従
事
者

に
お
い
て
、
運
転
中
の
意
識
消
失
に
よ
る

重
大
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、そ
の
要
因
と
し
て
は「
脳
血
管
疾
患
」

が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
用
自
動
車
の
運
転
従
事
者
に
よ
る

脳
血
管
疾
患
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

く
も
膜
下
出
血
（
破
裂
動
脈
瘤
）
の
原
因

と
な
る
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
な
ど
の
早
期
発

見
に
繋
が
る
「
Ｍ
Ｒ
Ａ
（M

agnetic 
Resonance Angiography

／
磁

気
共
鳴
血
管
画
像
）
検
査
」
と
、
脳
腫
瘍

や
脳
梗
塞
な
ど
の
早
期
発
見
に
繋
が
る

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（M

agnetic Resonance 
Im
aging

／
磁
気
共
鳴
断
層
画
像
）
検

査
」
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、
健
康
起
因
事
故
の
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
脳
血
管
疾
患
の
早
期

発
見
に
繋
が
る
「
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
」
の
現

状
に
つ
い
て
、（
一
社
）
運
転
従
事
者
脳
Ｍ

Ｒ
Ｉ
健
診
支
援
機
構
（
水
町
重
範
代
表
理

事
）
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

脳
血
管
疾
患
の
早
期
発
見
で

健
康
起
因
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

運
転
中
の
意
識
消
失
に
よ
る

事
故
増
加
が
社
会
問
題
化

予
兆
な
く
発
症
す
る

「
く
も
膜
下
出
血
」
が
重
大
事
故
を
招
く

脳
健
診
な
ら

「
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
」
が
お
す
す
め

診
断
結
果
が
出
た
ら

脳
動
脈
瘤
の
治
療
方
法

運
転
従
事
者
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
支
援
機
構
は

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
を
推
進
し
て
い
ま
す

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
の
現
状

■ 特別寄稿 ■

一
般
社
団
法
人 

運
転
従
事
者
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
支
援
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔脳 MRI 健診の特徴〕
◇ 頭部 MRA と MRI に検査項目を絞り、料金と

時間を圧縮
　・料金：20,000 円（税抜）
　・時間：約 20 分（医療機関により 10 分の

ところもあります）
◇ 専門医のいる医療機関全国約 200 か所と提

携～安心のサポート体制と豊富な健診実績

※ 脳 MRI 健診に関するお問い合わせはこちら
までご連絡ください。

▷（一社）運転従事者脳 MRI 健診支援機構
東京都新宿区四谷１丁目 23 －４F　　
電話：03-6274-8555　FAX:03-6274-8556
ホームページ：http://www.brainscan.or.jp/
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脳疾患
16％

心臓疾患
14％

220 244

304

平成 24 25 26 27 28 （年）

前年比 25％増。過去最多

脳疾患がワースト１

表１　健康起因事故の報告件数

表２　疾病原因内訳

出典：「自動車運送事業用自動車事故統計年報」（国交省 平成 24年～28年）

出典：「自動車運送事業用自動車事故統計年報」（国交省）

その他
70％

脳ドック

脳MRI 健診

脳ドック

脳MRI 健診
◎超音波検査

◎頭部 MRI・MRA 検査
脳の断面・血管を撮影

→動脈硬化の様子や
　血管の詰まり具合の確認

→てんかんなどの発見脳梗塞
脳出血
脳動脈瘤

があるか

（くも膜下出血の原因）

など
など

→不整脈（心房細動）の確認
◎心電図検査

◎脳波検査

◎血液検査

脳血管疾患の
兆候や危険因子
の発見

◎血圧測定

図１　「脳ドック」と「脳MRI 健診」の関係について

出典：「自動車運送事業者における脳血管疾患対策ガイドライン」（国交省）

▶ MRA 検査
　脳血管のみを立体的に抽出する検査。主
にくも膜下出血の原因となる脳動脈瘤発見
など、脳血管障害の発見に用いられます。

▶ MRI 検査
　全方位的に脳腫瘍、脳梗塞などの病変の
場所、形や広がりを検査。主に脳腫瘍、脳
梗塞などの発見に役立ちます。

コイル塞栓術

クリッピング術

図２　「脳MRI健診」とは？
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伊
東
運
送
㈱
（
伊
東
浩
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
昭
和

62
年
に
伊
東
社
長
の
父
親
に

よ
っ
て
創
業
さ
れ
、
平
成
16

年
に
先
代
の
後
を
継
い
だ
伊

東
社
長
が
法
人
化
し
た
運
送

会
社
で
あ
る
。
現
在
は
平
ボ

デ
ィ
車
に
よ
る
地
場
輸
送
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ

て
は
長
距
離
輸
送
も
手
が
け

て
い
た
。

　

同
社
で
は
あ
る
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
事
故
防
止

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
に
発
生

し
た
、
大
型
平
ボ
デ
ィ
車
に

よ
る
荷
物
の
梱
包
資
材
の
水

濡
れ
事
故
で
あ
る
。

　

発
荷
主
先
で
荷
物
を
積
載

し
た
同
社
の
平
ボ
デ
ィ
車
は

岩
手
県
を
出
発
し
た
が
、
着

荷
主
先
と
な
る
神
奈
川
県
で

梱
包
資
材
の
水
濡
れ
が
見
つ

か
っ
た
。
そ
の
連
絡
を
同
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
受
け
た

の
は
、
午
前
８
時
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
伊
東
社
長
は
当
時

同
社
で
ド
ラ
イ
バ
ー
兼
配
車

係
を
し
て
い
た
が
、
連
絡
を

受
け
、
元
請
運
送
会
社
に
対

し
て
「
荷
物
保
険
で
対
応
し

ま
す
」
と
返
答
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
を
聞
い
た
元
請
運

送
会
社
の
ト
ッ
プ
が
「
荷
物

は
破
損
し
て
い
な
い
の
だ
か

ら
、
岩
手
か
ら
改
め
て
梱
包

資
材
を
輸
送
し
、
明
朝
午
前

４
時
の
荷
物
出
荷
前
ま
で
に

現
地
で
再
梱
包
す
る
よ
う

に
」
と
強
い
口
調
で
訴
え
て

き
た
。
伊
東
社
長
は
「
そ
れ

は
時
間
的
に
難
し
い
」
と
説

明
し
た
が
、
元
請
運
送
会
社

の
ト
ッ
プ
は「
君
た
ち
に
は
、

仕
事
を
請
け
負
っ
た
運
送
事

業
者
と
し
て
の
責
任
は
な
い

の
か
！
」
と
激
怒
。
そ
の
叱

責
に
心
の
火
が
点
い
た
伊
東

社
長
は
、
自
分
の
そ
の
日
の

仕
事
を
急
遽
変
更
し
、
他
の

ド
ラ
イ
バ
ー
１
人
と
２
㌧
車

に
乗
り
込
ん
で
発
荷
主
先
で

資
材
を
積
み
、
急
い
で
神
奈

川
の
着
荷
主
先
に
向
か
っ
た
。

神
奈
川
に
到
着
し
た
の
は
、

そ
の
日
の
夜
９
時
半
。
そ
こ

か
ら
、
現
地
で
待
機
し
て
い

た
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
３
人

と
着
荷
主
先
の
倉
庫
員
１
人

も
加
わ
っ
て
懸
命
に
再
梱
包

作
業
を
行
い
、
翌
日
の
深
夜

３
時
に
何
と
か
作
業
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

作
業
終
了
後
に
「
ご
苦
労

さ
ん
！　

間
に
合
っ
た
な
」

と
、
事
務
所
か
ら
出
て
き
て

伊
東
社
長
た
ち
に
声
を
か
け

て
き
た
責
任
者
（
元
請
運
送

会
社
副
社
長
）
は
、
伊
東
社

長
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言

っ
た
。「『
受
け
た
荷
物
を
確

実
に
届
け
る
』
の
が
運
送
会

社
の
使
命
で
、
金
銭
に
よ
る

賠
償
は
あ
く
ま
で
も
最
後
の

手
段
だ
。
運
送
会
社
と
し
て

や
れ
る
こ
と
も
せ
ず
に
、
お

金
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
会

社
は
、
運
送
会
社
と
し
て
は

信
用
で
き
な
い
会
社
だ
」。

疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊
だ
っ
た
伊
東
社
長

は
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
一

気
に
目
が
覚
め
た
思
い
が
し

た
と
い
う
。

　
「
あ
の
荷
物
事
故
は
、
運

送
会
社
の
経
営
を
続
け
て
い

く
中
で
非
常
に
衝
撃
的
な
も

の
で
、
い
ま
振
り
返
る
と
私

に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な

っ
た
事
故
で
し
た
。
荷
物
を

引
き
受
け
た
以
上
は
、
事
故

な
く
お
客
様
に
お
届
け
す
る

の
が
、
運
送
会
社
と
し
て
の

　

そ
れ
で
は
、
同
社
に
お
け

る
事
故
防
止
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

運
行
中
に
車
両
の
不
具
合

が
発
生
す
る
と
、
荷
主
か
ら

預
か
っ
た
荷
物
を
時
間
通
り

に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、
路

上
に
故
障
車
が
滞
留
す
る
こ

と
で
、
深
刻
な
事
故
の
引
き

金
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
同

社
で
は
、
事
故
防
止
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
車
両

の
点
検
・
整
備
に
力
を
注
い

で
い
る
。

　

同
社
に
お
け
る
事
故
防
止

活
動
の
基
本
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
毎
月
最
終
土
曜
日
の

夕
方
に
全
社
員
参
加
で
開
催

し
て
い
る
「
安
全
会
議
・
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
社
内
に
お
け
る
様
々

な
出
来
事
（
事
故
、
車
両
破

損
、荷
物
破
損
、車
両
故
障
、

危
険
作
業
、
荷
主
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
等
）
に
つ
い
て
詳
細

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
社
員

全
員
で
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｋ

Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
訓
練
）
を

取
り
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
撮
影

し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
映
像
や

車
両
の
故
障
箇
所
に
つ
い
て

は
、
画
像
や
写
真
な
ど
を
全

員
に
見
て
も
ら
い
、
情
報
共

有
に
繋
げ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
は
同

　

と
こ
ろ
で
、「
安
全
会
議

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、

外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
の

講
習
も
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
。
ま
ず
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

か
ら
講
師
を
招
い
て
の
整
備

点
検
研
修
会
の
ほ
か
、
毎
年

１
回
保
険
会
社
か
ら
講
師
を

招
き
、
任
意
保
険
（
フ
リ
ー

ト
契
約
）
の
仕
組
み
に
つ
い

て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
説
明
し
て

い
る
。

　

乗
務
の
際
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
「
区
間
燃
費
計
算
記

録
簿
」
を
携
行
さ
せ
、
給
油

ご
と
の
燃
費
を
そ
の
都
度
記

録
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
荷

物
の
重
量
、
速
度
、
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
の
燃
費
の
変
化
な

ど
に
つ
い
て
も
担
当
者
が
ダ

イ
レ
ク
ト
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
燃

費
改
善
効
果
が
期
待
さ
れ
る

タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換
や
空
気

圧
の
確
認
、
ク
リ
ッ
プ
ボ
ル

ト
の
締
め
増
し
な
ど
も
各
ド

ラ
イ
バ
ー
が
徹
底
し
て
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
燃
費
も

改
善
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

な
お
、
同
社
で
は
10
年
以

上
前
に
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

業
も
自
社
内
で
行
っ
て
い
た

が
、
昔
に
比
べ
る
と
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
整
備
工
場
に
作
業
を

任
せ
る
機
会
が
次
第
に
増
え

て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

一
時
期
は
同
社
内
に
工
具
が

十
分
そ
ろ
っ
て
お
ら
ず
、
経

験
の
浅
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
工

具
の
使
い
方
を
習
得
す
る
機

会
も
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
同
社
で

は
、
経
験
の
浅
い
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
、「
安
全
会
議

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
通
じ

て
点
検
・
整
備
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
の
と
同
時

に
、「
点
検
・
整
備
の
実
践
」

に
も
取
り
組
む
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

同
社
に
入
社
し
た
新
人
ド

ラ
イ
バ
ー
は
、
ま
ず
担
当
車

の
定
期
整
備（
オ
イ
ル
交
換
、

エ
レ
メ
ン
ト
交
換
、
タ
イ
ヤ

交
換
、
エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
清

掃
、
各
グ
リ
ス
注
入
、
作
動

フ
を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、

ド
ラ
レ
コ
も
古
く
か
ら
装
備

し
て
い
る
。

　

さ
て
、
近
年
同
社
は
「
労

災
事
故
防
止
」
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
平
ボ
デ
ィ
車
や

ユ
ニ
ッ
ク
車
を
多
く
保
有
す

る
同
社
で
は
、
３
年
ほ
ど
前

に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
上
で
作

業
を
行
う
際
の
墜
落
・
転
落

事
故
が
多
く
発
生
し
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
タ
イ
ヤ
用
チ

ェ
ー
ン
を
加
工
し
、
ト
ラ
ッ

ク
横
の
両
側
の
あ
お
り
が
荷

台
と
水
平
に
な
る
よ
う
に
固

定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
荷
締

め
作
業
の
際
の
足
場
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
作
業
者
や

荷
物
が
落
下
し
た
場
合
の
衝

撃
を
緩
和
す
る
効
果
も
期
待

で
き
る
と
い
う
。

　
「
平
ボ
デ
ィ
車
や
ユ
ニ
ッ
ク

車
で
の
業
務
は
労
働
災
害
率

が
非
常
に
高
い
ほ
か
、
現
場

で
の
荷
役
時
間
も
長
く
、
ま

た
天
候
に
よ
っ
て
作
業
の
安

全
性
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
荷
主
先

に
対
し
て
は
今
後
も
現
場
作

油
交
換
、
補
修
塗
装
、
簡
単

な
外
装
修
理
交
換
、
配
線
修

理
、板
金
加
工
、溶
接
修
理
、

そ
の
他
ベ
ル
ト
調
整
）
に
つ

い
て
指
導
を
受
け
る
。
タ
イ

ヤ
の
空
気
の
充
填
作
業
に
関

し
て
は
、
タ
イ
ヤ
空
気
充
填

業
務
特
別
教
育
講
習
会
を
受

講
さ
せ
、
充
填
時
の
事
故
を

未
然
に
防
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
同
社
で
は
３

か
月
点
検
に
つ
い
て
は
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
整
備
工
場
で
行
う
よ

う
に
し
て
い
る
が
、
１
か
月

点
検
に
つ
い
て
は
担
当
ド
ラ

イ
バ
ー
に
実
施
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
１
か
月
点
検

で
は
、
車
両
の
下
回
り
点
検

と
整
備
、
さ
ら
に
キ
ャ
ブ
を

上
げ
て
エ
ン
ジ
ン
付
近
の
点

検
も
徹
底
さ
せ
、
運
行
中
の

不
具
合
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
「
月
に
１
度
、
担
当
ド
ラ

イ
バ
ー
に
念
入
り
に
車
両
を

点
検
さ
せ
る
こ
と
で
、
運
行

途
中
に
お
け
る
車
両
故
障
の

軽
減
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、

車
両
点
検
を
徹
底
さ
せ
る
こ

と
で
、
担
当
車
両
へ
の
愛
着

精
神
の
強
化
に
も
な
り
ま

す
。
点
検
・
整
備
の
実
践
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

運
転
へ
の
意
識
も
格
段
に
向

上
し
て
き
ま
し
た
」（
同
）

　

経
験
の
浅
い
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
点
検
・
整
備
教
育
に
関

し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
が
先
輩
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
で
あ
る
。
同
社
の
ベ

テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、

長
年
同
社
で
経
験
を
積
み
重

ね
、
高
い
レ
ベ
ル
の
車
両
の

点
検
・
整
備
を
続
け
て
き

た
。
ま
た
工
具
な
ど
の
手
入

れ
も
欠
か
す
こ
と
が
な
い
。

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
の

「
自
分
た
ち
で
責
任
を
も
っ

て
点
検
・
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
事
故
防
止
を
実
現
さ
せ

る
」と
い
う
強
い
責
任
感
が
、

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
と

っ
て
は
身
近
な
手
本
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

業
の
リ
ス
ク
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
リ
ス
ク
管

理
の
重
要
性
を
積
極
的
に
提

　
「
お
客
様
か
ら
お
預
か
り

し
た
荷
物
は
、
無
事
に
届
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
伊
東
社
長
の
強
い
信
念
か

ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
事
故
防
止
の
実
現
に
力

を
注
い
で
き
た
同
社
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
同
社
で
は
安

全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー

ク
事
業
所
）
と
し
て
長
年
認

証
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
も
長
期
継

続
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
事

故
・
無
災
害
記
録
の
更
新
を

続
け
て
い
る
。

　
「
ど
ん
な
小
さ
な
ト
ラ
ブ

ル
で
あ
っ
て
も
社
内
で
情
報

共
有
し
、
全
て
の
社
員
が
連

帯
意
識
を
も
っ
て
改
善
で
き

た
こ
と
が
、
今
日
の
無
事
故

・
無
災
害
の
結
果
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

事
故
を
な
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
の

中
に
、『
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
安

全
意
識
』、
そ
し
て
『
常
に

言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
同
）

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
こ
と

へ
の
責
任
感
』
を
持
続
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
安
全
教
育
・
訓
練
の
継

続
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
持
続

さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
事
故
を
撲

滅
し
、
安
全
・
安
心
な
輸
送

を
提
供
し
な
が
ら
地
域
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
運

送
会
社
と
し
て
の
当
社
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
同
）

（
取
材
協
力
）
伊
東
運
送
㈱

伊
東
浩
代
表
取
締
役
社
長

省
エ
ネ
運
転
励
行
で
走
行
時
の
安
全
性
向
上

平
ボ
デ
ィ
車
に
よ
る
労
災
事
故
防
止
に
も
注
力

「
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
責
任
感
を
」

強
い
信
念
が
社
員
を
事
故
撲
滅
へ
と
突
き
動
か
す

円
滑
な
輸
送
を
妨
げ
る
運
行
中
の
車
両
不
具
合

実
践
を
積
み
重
ね
整
備
ス
キ
ル
向
上
目
指
す

責
務
で
す
。
こ
の
時
の
荷
物

事
故
を
き
っ
か
け
に
、
荷
物

を
無
事
に
お
客
様
に
お
届
け

し
て
い
く
た
め
に
、
当
社
で

は
あ
ら
ゆ
る
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
」（
伊
東
社
長
）

社
で
も
車
好
き
・
ト
ラ
ッ
ク

好
き
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く
、

担
当
ド
ラ
イ
バ
ー
が
し
っ
か

り
と
車
両
の
点
検
・
整
備
を

行
っ
て
き
て
い
た
。
し
か
し
、

若
者
の
車
離
れ
が
進
む
に
つ

れ
て
、
経
験
の
浅
い
ド
ラ
イ

バ
ー
の
中
に
、
点
検
・
整
備

の
仕
方
が
先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー

の
見
様
見
真
似
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
人
も
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

ま
た
、
か
つ
て
は
同
社
で
も

整
備
資
格
者
が
お
り
、
リ
ー

フ
ス
プ
リ
ン
グ
等
の
交
換
作

企業プロフィール
■ 社　　　名 伊東運送㈱
■ 本社所在地 岩手県一関市大東町曽慶字神蔭25-3
■ 代　表　者 代表取締役社長　伊東　浩 
■ 創　　　業 昭和62年10月6日
■ 資　本　金 2,000万円
■ 社　員　数 28人（うちドライバー22人）
■ 車　両　数 21台

伊東　浩
代表取締役社長

　
『
広
報
と
ら
っ
く
』
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策

の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
荷
物
事
故
の
発
生
を
機
に
あ
ら
ゆ
る

事
故
の
撲
滅
へ
の
意
識
を
高
め
、
様
々
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
、
岩
手
県
一
関
市
の
伊
東
運

送
㈱
を
紹
介
し
ま
す
。

「点検・整備の実践」を通じ、円滑な輸送サービスの実現を目指している同社

安
全
会
議
等
で
得
た
知
識
を
活
か
し
、
安
全

性
の
高
い
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
を
行
う

社
員
の
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
る
「
安
全
会

議
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

伊
東
運
送
株
式
会
社
（
岩
手
県
一
関
市
）

第
19
回

「
受
け
た
荷
物
を
確
実
に
届
け
る
の
が
使
命
」

荷
物
事
故
を
契
機
に
事
故
防
止
を
決
意

「荷物を無事にお客様にお届けするために」対策を徹底
「情報共有」と「整備技術向上」の両輪で安全輸送を実現へ
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「5G（ファイブジー）が千円‼　安かったわ‼」
「ちょっと違うと思うんだけど…」

食

　文

　化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 ～信号編～
 【解 答】２面に問題

❶ ○（施行令第2条第1項）赤色の灯火
の点滅信号の場合は、車両は停止位置
で一時停止しなければならないが、歩
行者は他の交通に注意して進行するこ
とができる。
❷ ×（施行令第2条第1項）黄信号の場
合は、停止が原則であり、交差点に接
近していて安全な停止ができない場合
に限りそのまま進行することができる。
❸ ○（道路交通法施行規則第4条、別
表第1の2）右の灯火の矢印信号の場合
は、多通行帯道路等通行原付自転車や
軽車両を除いて、右折と転回ができる。

ただし、転回禁止の標識等がある場合
には、転回はできない。
❹ ○（施行令第4条第1項）警察官の灯
火による信号で、灯火を横に振っている
ときは、灯火の振られている方向に進
行する交通は青信号と同じで、対面す
る交通は赤信号と同じである。
❺ ×（施行令第4条第1項）警察官によ
る手信号で、腕を垂直に上げていると
きは、その身体に対面する交通は赤信
号と同じで、身体と平行する交通は黄
信号と同じである。

153「
卵
の
道
②
」 

女
川
の
ほ
や
た
ま
ご

　

三
陸
自
動
車
道
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
支
え

る
動
脈
で
、
こ
の
ル
ー
ト
を

利
用
し
て
運
ば
れ
る
食
材
も

多
い
。
仙
台
市
か
ら
約
60
㌔

㍍
東
に
あ
る
女お

な
が
わ川
の
特
産
物

「
ほ
や
」
も
そ
の
一
つ
。

　

ほ
や
は
雌
雄
同
体
の
体
の

上
部
に
入
水
孔
、
出
水
孔
の

二
つ
の
突
起
を
も
つ
不
思
議

な
体
型
で
、
脊せ

き
さ
く索
動
物
ホ
ヤ

目
に
属
し
、
岩
や
海
底
に
ぴ

っ
た
り
と
付
着
し
て
い
る
。

い
ぼ
で
覆
わ
れ
た
橙

だ
い
だ
い

色
の
姿

形
は
、
海
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

と
い
う
異
名
ど
お
り
だ
。

　

栄
養
的
に
は
、
亜
鉛
、
鉄

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
、
Ｂ
12
に
富
む
ほ
か
、

夏
季
に
は
特
に
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
が
増
え
、
ス
タ
ミ
ナ
源
と

し
て
最
高
。
ひ
と
癖
あ
る
匂

ず
ば
り
言
う
と
、
ほ
や
は
甘

い
・
酸
っ
ぱ
い
・
し
ょ
っ
ぱ
い

・
旨
い
・
苦
い
の
五
味
を
す

べ
て
備
え
て
い
る
。

　

ま
た
、ほ
や
の
吸
い
物
は
、

生
と
は
違
う
新
し
い
食
感

で
、
上
品
な
吸
い
味
が
あ
と

を
引
く
。
ほ
や
飯
、
ほ
や
フ

ラ
イ
、
ほ
や
を
ど
っ
さ
り
乗

せ
た
ほ
や
ラ
ー
メ
ン
も
く
せ

に
な
る
。

だ
く
と
、
ほ
や
の
香
り
が
淡

白
な
卵
の
味
で
ほ
ど
よ
く
和

ら
げ
ら
れ
て
い
る
。
冷
た
い

ま
ま
で
も
よ
し
、
温
め
れ
ば

ま
た
別
の
味
わ
い
に
な
る
。

　

ほ
や
た
ま
ご
は
東
日
本
大

震
災
後
に
商
品
化
さ
れ
た
郷

土
料
理
で
も
あ
る
か
ら
、
今

後
と
も
ぜ
ひ
応
援
し
て
い
き

た
い
も
の
だ
。

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

い
が
す
る
の
は
、
鮮
度
が
落

ち
て
不
飽
和
ア
ル
コ
ー
ル
が

生
じ
た
ほ
や
の
場
合
で
、
新

鮮
な
ら
ば
匂
い
は
む
し
ろ
心

地
よ
い
は
ず
だ
。

　

ほ
や
の
刺
身
は
、
最
初
の

一
口
は
何
も
つ
け
ず
に
舌
に
の

せ
て
潮
騒
の
香
り
を
楽
し
み

た
い
。
黒
い
内
臓
部
分
は
苦

み
が
お
つ
で
、
味
わ
う
ほ
ど

に
精
気
が
わ
き
出
て
く
る
。

　

と
り
わ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
女
川
の
郷
土
料
理
「
ほ
や

た
ま
ご
」で
、殻
を
む
い
た
ゆ

で
卵
を
ほ
や
で
包
み
込
ん
で
、

甘
辛
味
に
煮
付
け
た
も
の
。

　

マ
ル
キ
チ
阿
部
商
店
の
ほ

や
た
ま
ご
も
、
醤
油
色
の
そ

っ
け
な
い
塊
だ
が
、
カ
ッ
ト

し
て
み
る
と
、
卵
の
黄
身
・

白
身
・
ほ
や
の
醤
油
色
の
重

な
り
が
き
れ
い
。
一
口
い
た

　

竹
ぼ
う
き
を
使
っ
た
倉
庫

内
の
清
掃
作
業
に
従
事
し
て

い
た
が
、
ふ
ら
つ
き
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、
速
や
か
に
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
前
に
寝
か

せ
、
冷
却
剤
や
経
口
補
水
液

等
の
処
置
が
行
わ
れ
た
。
会

話
や
自
力
で
の
歩
行
が
可
能

　

朝
、
夜
勤
業
務
終
了
後
に

事
業
場
の
敷
地
内
で
寝
て
い

た
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
は
姿
が
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
午
後
４
時

頃
に
同
敷
地
内
に
停
車
し
て

い
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
内

　

午
後
１
時
頃
よ
り
工
場
内

で
荷
崩
れ
を
起
こ
し
た
袋
の

復
旧
作
業
に
従
事
し
て
い

た
。
約
15
分
間
の
作
業
後
、

れ
た
。

　

管
轄
監
督
署
調
査
時
に
測

定
し
た
作
業
現
場
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
値
は
、29
・
５
度
だ
っ
た
。

中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
で
公
表

さ
れ
て
い
る
現
場
近
隣
の
観
測

所
に
お
け
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を
参

考
値
と
し
て
示
し
た
。

❶
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
と
は
？

　

暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）

は
、
人
体
と
外
気
と
の
熱
の

や
り
と
り
（
熱
収
支
）
に
着

目
し
た
指
標
で
、
人
体
の
熱

収
支
に
与
え
る
影
響
の
大
き

い
、
①
湿
度
、
②
日
射
・
輻

射
な
ど
周
辺
の
熱
環
境
、
③

気
温
―
―
の
３
つ
を
取
り
入

れ
た
指
標
で
あ
る
。

　

な
お
、
身
体
作
業
強
度
等

に
応
じ
た
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
基
準
値

は
、
表
１
・
２
の
通
り
。

現
場
を
離
れ
た
。
午
後
２
時

頃
、
休
憩
を
取
る
た
め
冷
房

さ
れ
て
い
た
休
憩
所
を
訪
れ

た
同
僚
に
、
意
識
不
明
で
倒

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ

　

ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
を
請
け

負
っ
て
い
る
倉
庫
内
に
て
、

２
時
間
ご
と
の
休
憩
で
水
分

補
給
を
行
い
な
が
ら
、
商
品

仕
分
け
作
業
に
従
事
し
て
い

た
。
３
回
目
の
休
憩
後
に
体

調
不
良
を
訴
え
、
休
憩
を
延

長
し
て
い
た
が
、
動
け
な
く

な
る
と
と
も
に
過
呼
吸
状
態

と
な
っ
た
。
救
急
搬
送
さ
れ

た
が
、17
日
後
に
死
亡
し
た
。

　

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報

サ
イ
ト
に
よ
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値

は
、
25
・
１
度
だ
っ
た
※
。

※
＝
現
場
で
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が

不
明
な
事
例
に
は
、
環
境
省
熱

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
病
院
へ

は
行
か
ず
夕
刻
に
帰
宅
し
た

が
、
翌
日
朝
に
自
宅
で
死
亡

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ

れ
た
。

　

管
轄
監
督
署
調
査
時
に
測

定
し
た
作
業
現
場
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
値
は
、29
・
４
度
だ
っ
た
。

部
で
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

発
見
さ
れ
た
。
病
院
へ
搬
送

さ
れ
た
が
、
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
。

　

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報

サ
イ
ト
に
よ
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値

は
、
32
・
２
度
だ
っ
た
※
。

約
15
分
間
の
休
憩
を
取
り
作

業
を
再
開
し
て
い
た
が
、
午

後
１
時
45
分
頃
に
「
暑
い
」

と
同
僚
に
申
告
し
て
、
再
び

❷ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
基

準
値
を
超
え
た
場
合
に
は

　

作
業
場
所
に
お
け
る
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
値
が
、
表
１
・
２
の
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
基
準
値
を
超
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
熱

中
症
に
か
か
る
可
能
性
が
高

く
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
以
下

の
施
策
を
取
る
こ
と
。

　

①
冷
房
な
ど
に
よ
り
、
作

業
場
所
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
低

減
を
図
る

　

②
身
体
作
業
強
度
（
代
謝

率
レ
ベ
ル
）
の
低
い
作
業
に

変
更
す
る

　

③
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
基
準
値
よ
り

低
い
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
で
の
作
業

に
変
更
す
る

　

厚
労
省
で
は
、
事
業
場
ご

と
に
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を
「
暑
さ

指
数
計
」
で
測
定
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
で
亡
く
な
る
人
は
、
平
成
22
年

以
降
毎
年
全
国
で
10
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
４
日
以
上
仕
事

を
休
む
人
は
４
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。
夏
の
暑
さ
が
例

年
に
比
べ
て
厳
し
か
っ
た
30
年
は
、
職
場
に
お
け
る
熱
中

症
に
よ
る
死
亡
者
は
29
人
、
死
傷
者
数
は
１
１
２
８
人
に

達
し
て
お
り
、
29
年
と
比
較
し
て
死
傷
者
数
・
死
亡
者
数

と
も
に
２
倍
以
上
に
増
加
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
災
害
防
止
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
展
開
し
、
職
場
で
の
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
重

点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
前
号（
５
月
１
日
号
）

で
紹
介
し
た
通
り
、
５
月
１
日
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
送
事
業
者
に
お
い
て
も
熱

中
症
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
は
、
厚
労
省
発
表
資
料
を
も
と
に
、
平
成
30
年
の

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
事
例
を
紹
介
す
る
。
熱
中
症
に

よ
る
死
亡
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
熱
中
症
へ
の
早
め
の
対

策
が
求
め
ら
れ
る
。

表１

表２

陸
上
貨
物
取
扱
業
社
員（
50
歳
代
）の
場
合

７
月　
　
　

倉
庫
内
清
掃
作
業
中

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
社
員（
40
歳
代
）の
場
合

７
月　
　
　

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
内
部
で

陸
上
貨
物
取
扱
業
社
員（
20
歳
代
）の
場
合

９
月　
　
　

倉
庫
内
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
中

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
社
員（
60
歳
代
）の
場
合

８
月　
　
　

荷
崩
れ
復
旧
作
業
中

出典：厚生労働省「熱中症を防ごう ! 」リーフレットより

WBGT
29.4
度

WBGT
32.2
度

WBGT
25.1
度

WBGT
29.5
度

5月から「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」

平成30年の熱中症による死亡災害事例
熱中症対策は万全ですか？（後編）

厚労省

ケース1ケース2

ケース4

ケース3
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▼
万
人
を

惹
き
つ
け

て
止
ま
な

い
、
城
達

也
（
１
９
３
１
：
昭
和
６
年
〜
１

９
９
５
：
平
成
７
年
）
の
美
声
が

夢
の
世
界
を
演
出
し
た
『
Ｊ
Ｅ

Ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』（
ジ
ェ
ッ
ト

ス
ト
リ
ー
ム
）。
１
９
６
７
（
昭

和
42
）
年
か
ら
放
送
が
開
始
さ

れ
た
、
午
前
０
時
オ
ン
タ
イ
ム
ス

タ
ー
ト
の
ラ
ジ
オ
音
楽
番
組

は
、
ま
る
で
自
ら
が
世
界
の
隅
々

を
訪
れ
る
旅
人
の
よ
う
な
錯
覚

に
陥
り
ま
し
た
。
▼
最
近
は
、

声
優
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立

さ
れ
、
番
組
の
冠
と
も
言
う
べ

き
際
立
っ
た
「
声
」
の
役
者
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
、

人
か
ら
「
声
」
の
こ
と
を
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
か
ん

せ
ん
自
分
の
声
は
分
か
り
ま
せ

ん
。「
声
」は
、人
格
と
同
様
に「
十

人
十
色
」
で
、
音
質
も
異
な
り

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
実
に
複
雑
で

す
。
声
帯
を
振
動
さ
せ
て
、
そ

れ
が
喉
や
口
の
中
で
響
く
の
が

「
声
」
の
出
る
仕
組
み
と
は
言

い
な
が
ら
、
声
質
、
声
量
が
空

気
の
量
と
も
関
係
す
る
の
は
、

人
体
の
神
秘
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
▼
福
島
英
著
『
声
の

し
く
み
「
人
を
惹
き
つ
け
る
声
」

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
な
ど
に
よ
る

と
、「
声
」
は
遺
伝
的
な
要
素
が

大
き
い
と
し
な
が
ら
も
、
音
質
、

音
域
を
上
げ
よ
う
と
努
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
生
理
的
声
域
」

か
ら
「
音
楽
的
声
域
」
に
変
換

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
し
て
い

ま
す
。
▼
私
の
好
き
な
20
世
紀

最
高
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
マ
リ
ア
・

カ
ラ
ス
は
、
陰
謀
・
失
恋
か
ら

幾
度
も
挫
折
し
な
が
ら
、
そ
の

た
び
に
復
活
し
ま
し
た
。
昨
年

12
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
『
私

は
、
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
』
で
は
、

本
人
の
言
葉
と
歌
声
、
関
係
者

の
表
現
か
ら
赤
裸
々
な
実
像
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

人
生
は
、
類
い
稀
な
歌
声
の
裏

に
隠
さ
れ
た
血
の
滲
む
努
力
の

裏
付
け
を
証
明
し
て
い
ま
し

た
。
▼
「
声
」
を
出
す
こ
と
は
、

心
肺
機
能
の
発
達
・
保
全
の
み

な
ら
ず
、
自
己
主
張
や
ス
ト
レ

ス
発
散
に
も
繋
が
り
ま
す
。
甘

い
声
と
、
情
感
溢
れ
る
語
り
口

で
リ
ス
ナ
ー
を
魅
了
し
て
止
ま

な
い
、
城
達
也
の
「
声
」
が
演

出
す
る
世
界
は
、
深
い
眠
り
に

着
く
前
の
一
服
の
清
涼
剤
で
し

た
。
▼
か
く
い
う
私
は
、
カ
ラ
オ

ケ
の
点
数
を
上
げ
る
べ
く
、
横

隔
膜
の
上
下
運
動
に
よ
り
強
い

空
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に

引
き
上
げ
る
よ
う
、
声
量
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
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報
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実　施　要　綱
㆒ 目 的
　事業用トラックドライバーに求められる高度な
運転技能と、関係法令及び車両構造等に係る専門
的な知識を競い、他の模範となることで、社会的
責務を担うトラックドライバーとしての自覚と誇
りを持たせ、業界を挙げた安全意識の高揚と交通
事故防止活動の推進に資する。

㆓ 主 催
　公益社団法人全日本トラック協会

叅 後 援 （予定）
　内閣府、国土交通省、警察庁、自動車安全運転
センター、一般財団法人全日本交通安全協会、一
般社団法人日本自動車整備振興会連合会

㆕ 協 賛 （予定）
　株式会社ブリヂストン、損害保険ジャパン日本
興亜株式会社

⓹ 協 力 （予定）
　日野自動車株式会社、いすゞ自動車株式会社、
三菱ふそうトラック・バス株式会社、日本フル
ハーフ株式会社、日産自動車株式会社、トヨタ自
動車株式会社、UDトラックス株式会社（ABC順）

⓺ 日 程 及 び 会 場
⑴ 2019年10月26日（土）

… 実科競技1日目、学科競技
⑵ 2019年10月27日（日） … 実科競技2日目
　自動車安全運転センター 安全運転中央研修所
　（茨城県ひたちなか市） … ⑴、⑵共

⑶2019年10月28日（月） … 表彰式
　第一ホテル東京（東京都港区）

柒 競 技 部 門
　4トン部門、11トン部門、トレーラ部門、女性部
門の４部門とする。
　競技に使用する車両は当日示すが、競技車両の車
両クラスは、出場部門により以下の通りとする。
⑴ 4トン部門 … 最大積載量4トン車を使用
⑵11トン部門 … 最大積載量11トン車を使用
⑶トレーラ部門 … トラクタ・トレーラを使用
⑷ 女性部門 … 最大積載量2トン車（ロングボ
ディ）、最大積載量4トン車、最大積載量11トン
車、トラクタ・トレーラから出場選手が事前に
車両クラスを選択し使用

⓼ 出 場 資 格
⑴ 各都道府県トラック協会長が選抜したトラック
ドライバーとし、年齢、性別（女性部門を除
く）は問わない。なお、各都道府県トラック協
会からの選抜枠は、各部門につき1名とする。

⑵ 各都道府県トラック協会の会員事業所に勤務する
従業員で勤務成績が優秀であり、出場推薦日にお
いて過去3年間人身事故を起こしたことがなく、
かつ、過去1年間無事故、無違反であること。
⑶ 過去に各部門（第33回までの一般部門の各クラ
スを含む）で優勝した者、総務庁長官賞又は内
閣官房長官賞受賞者及び既に各部門を通じて2回
出場している者は出場することができない。但
し、第32回（平成12年度）以前にトレーラ又は
女性部門に出場した回数はこれに含めない。

⑷  重複して他部門に出場することはできない。
⑸ 女性部門を除き、同一事業者からの出場は各都

道府県トラック協会で1名限りとする。
⑹ 無資格者並びに出場推薦日から競技当日までの
間に事故を起こした者及び違反を犯した者の出
場および入賞は取り消すものとする。

⓽ 表 彰
　⑴ 選手表彰
　　① 内閣総理大臣賞〔全部門を通じて総合得点

第１位〕
　　② 国土交通大臣賞〔中小企業の出場者のう

ち、全部門を通じて総合得点第１位の者〕
　　③警察庁長官賞〔各部門第１位〕
　　④ 全日本トラック協会長賞〔各部門第１位～

第５位〕
　　⑤ 全日本トラック協会長特別賞〔シニア（50

歳以上）の出場者のうち、全部門を通じて
総合得点第１位の者〕

　　⑥海外派遣賞〔各部門第１位〕
　　※ ②、⑤については、別に定めた運用方針に

基づき実施する。
　⑵ 事業所表彰
　　① 国土交通大臣賞〔各部門第１位の受賞者が

所属する事業所〕
　　② 全日本トラック協会長賞〔各部門第１位～

第５位の受賞者が所属する事業所〕
　⑶ 参加賞
　　①出場選手に参加賞を進呈する。

⓾ 競技審査の概要
　⑴ 学科競技
　 　 　安全な交通の方法等に関する必要な知識の
会得状況について試験する。

　　①試験方法：短答式
　　②試験時間：60分
　　③ 試験内容：法規（道路交通法）、構造機能

（車両）、運転常識（プロドライバーとし
ての一般的認識事項等）

　⑵ 実科競技（運転技能・点検）
　 　 　安全・無事故運転を主体として、交通法規
の遵守、基本操作技術、日常点検動作につい
て審査する。

　　①審査方法：実科競技採点表に基づき行う
　　②競技時間：実施要領に明示する
　　③審査内容：審査の主眼は以下のとおり
　　　ア．運転操作及び法規履行
　　　　 　安全措置、発進、制動、走行、車体感

覚、通行区分、進路変更、直進・右左折
（巻き込み防止措置を含む。）、ハンド
ル操向、適切なシフトアップ、駐停車
等。

　　　イ．コース走行
　　　　 　高速周回路、幹線、模擬市街路のコー

ス走行（発進、停止を含む。）、交差点
通過（右折及び左折を含む。）、側方通
過等。

　　　ウ．課題走行
　　　　 　隘路（あいろ）の通過、スラローム走

行（前進・後退）、Ｓ字後退、車庫入れ
（車両側方停止位置と側方板の距離確
認・車両後方停止位置と指定された停止
位置の距離確認）

　　　エ．運転態度
　　　　 　事故防止を規範とした真摯な安全運転

姿勢、歩行者保護
　　　オ．エコドライブ
　　　　 　省エネ運転に配慮した運転
　　　カ．日常点検
　　　　　 日常点検基準における点検動作

　⑶ 競技の配点及び順位の決定方法
　　①配点　1,000点満点
　　　ア． 学科競技 … 法規200点、構造機能

100点、運転常識100点
　　　イ．実科競技 … 運転技能・点検600点
　　②順位の決定方法
　　　 　総合得点の上位順とし、同点の場合は次

による。
　　　ア． 過去5年間免許歴を有し、かつ、過去5

年間無事故、無違反の者とする。
　　　イ．運転技能の得点の高い者とする。
　　　ウ． すべてが同点の場合には、高年齢者

（同年齢者の場合は誕生日が先の者）
とする。

⓫ そ の 他
⑴ 競技運営に係る統一基準
　コンテスト期間中［2019年10月26日（土）～
28日（月）］は、全日本トラック協会が定める
統一ゼッケンを着用すること。

⑵ 大会３日目に開催される表彰式に、特段の理由
なく欠席した選手は途中棄権とみなし、当該選
手に対する選手表彰及び事業所表彰等は全て取
り消すものとする。

　全日本トラック協会は、10月26日・27日に、茨城県ひたちなか市の自動車安全運転センター安
全運転中央研修所で「第51回全国トラックドライバー・コンテスト」を実施する（関連1面）。
　学科競技（法規・構造機能・運転常識）は10月26日に、実科競技（運転技能・点検）は10月26
日・27日に行う。
　また、同28日には、東京都港区の第一ホテル東京で表彰式を開催する。競技部門は４トン部
門、11トン部門、トレーラ部門、女性部門の４部門。
　一方、現在は各都道府県トラック協会主催のトラックドライバー・コンテストが全国各地で開催
されており、全国大会出場を目指し、各地で熱い戦いが繰り広げられる（右下表）。

～交通事故ゼロを目指して～

全
ト
協 第51回 全国トラックドライバー・コンテスト

2019年10月26日（土）・27日（日）・28日（月）

2019年度  都道府県トラック協会
トラックドライバー・コンテスト日程

都道府県 学　科 運　転 点　検

北 海 道 6月22日（土） 6月22日（土）
青 森 県 7月20日（土） 7月20日（土） 7月20日（土）
岩 手 県 7月 6日（土） 8月 3日（土） 8月 3日（土）
宮 城 県 7月20日（土）
秋 田 県 7月20日（土） 7月20日（土） 7月20日（土）
山 形 県 7月 6日（土）
福 島 県 7月２6日（金） 7月26日（金）
茨 城 県 7月 6日（土） 7月 6日（土） 7月 6日（土）
栃 木 県 5月18日（土） 5月18日（土） 5月18日（土）
群 馬 県 7月 7日（日） 7月 7日（日） 7月 7日（日）
埼 玉 県 7月28日（日）
千 葉 県 6月28日（金） 7月 6日（土） 7月 6日（土）
東 京 都 7月 6日（土） 7月28日（日）
神奈川県 7月20日（土）
山 梨 県 6月29日（土）
新 潟 県 7月 6日（土） 7月 6日（土） 7月 6日（土）
長 野 県 7月 7日（日） 7月 7日（日） 7月 7日（日）
富 山 県 6月15日（土） 6月15日（土） 6月15日（土）
石 川 県 6月２2日（土） 6月２2日（土） 6月２2日（土）
福 井 県 7月20日（土） 7月20日（土） 7月20日（土）
岐 阜 県 9月 8日（日） 9月 8日（日） 9月 8日（日）
静 岡 県 7月１3日（土） 7月１3日（土）
愛 知 県 9月 7日（土） 9月 8日（日） 9月 7日（土）
三 重 県 6月15日（土） 6月15日（土）
滋 賀 県 5月１8日（土） 5月１8日（土） 5月１8日（土）
京 都 府 6月23日（日） 6月23日（日） 6月23日（日）
大 阪 府 7月 6日（土） 7月 6日（土） 7月 6日（土）
兵 庫 県 7月20日（土） 7月20日（土） 7月20日（土）
奈 良 県 未定
和歌山県 7月 6日（土） 7月 6日（土）
鳥 取 県 ６月29日（土） ６月29日（土） ６月29日（土）
島 根 県 実施せず
岡 山 県 8月29日（木） 8月29日（木） 8月29日（木）
広 島 県 6月16日（日） 6月16日（日） 6月16日（日）
山 口 県 8月 2日（金）
徳 島 県 ６月29日（土）
香 川 県 7月 6日（土） 7月 6日（土） 7月 6日（土）
愛 媛 県 8月 3日（土） 8月 3日（土）
高 知 県 6月 8日（土） 6月 8日（土）
福 岡 県 7月14日（日） 7月14日（日） 7月14日（日）
佐 賀 県 9月 7日（土） 9月 7日（土） 9月 7日（土） 
長 崎 県 7月１3日（土）
熊 本 県 7月 7日（日） 7月 7日（日） 7月 7日（日）
大 分 県 7月27日（土） 7月27日（土）
宮 崎 県 7月 6日（土） 7月 6日（土） 7月 6日（土）
鹿児島県 7月 7日（日）
沖 縄 県 6月13日（木） 7月21日（日） 7月21日（日）

※5月17日現在。詳細については各都道府県トラック協会にお問い合わせください。




